
三
　
常
任
幹
事
会
の

構
成
に

つ

い

て

1

　
常
任
幹
事
会
は

代
表
委
員
、

事
務
局
長
、

常
任
幹
事
を
も
つ

て

構
成
す

る
。

2
　
常
任
幹
事
会
は
三
〇
名
と

す
る
。

但
し

地
域
の

区
分
に
つ

い

て

は
明
確

を
欠
く
の

で

事
務
局
で

具
体
的
に

示
す
こ

と
。

内
訳
に
つ

い

て

も
常
任
幹

事
会
で

再
検
討
し
て

決
定
す
る
。

学
生
団
体
一

名
と
あ
る
が

学
生
側
の

要
望
に

よ

り

増
員
し
て

二

名
と
す

る
。

内

訳
県
議
会
一

名
、

市
議
会
三
名（
横
浜
一

名
を
含
む

）、
町
村
関
係
二

名
、

地
域
原
水
協
六
名（
横
浜
、

川
崎
、

三
浦
、

湘
南
、

相
模
原
、

県
北
）、

労
働
組
合
六
名
、

婦
人
団
体
二

名
、

青
年
団
体
二

名
、

学
生
団
体
二

名
、

宗
教
団
体
一

名
、

業
界
一

名
、

そ
の

他
四
名
。

3

　
第
一

回
常
任
幹
事
会
を
六
月
二

十
五
日
と
予
定
し
、

各
地
域
、

団
体
等

で

そ
れ
ぞ
れ
協
議
の

上
、

常
任
幹
事
を
決
定
し
、

事
務
局
に

報
告
す
る
。

四
　
第
三
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に

つ

い

て

中
央
の

世
界
大
会
に

対
す
る

構
想
に

つ

い

て

一

　
方
針

第
一

回
、

第
二

回
の

世
界
大
会
で

は
そ
の

名
は
世
界
大
会
で

あ
り
な
が
ら

そ
の

内
容
が
日

本
の

大
衆
集
会
に

世
界
各
国
の

代
表
が

参
加
し
た
形
に

な

つ

た
。

第
三
回
世
界
大
会
は
こ

の

点
を
文
字
ど
お

り
世
界
大
会
に

す
る
よ

う
努
力
す
る
。

そ
の

た
め
に

日
本
に

国
際
準
備
セ

ン

タ
ー

を
設
け
て
、

大

会
に

先
立
つ

て

各
国
代
表
者
会
議
を
ひ
ら
き
、

準
備
と
内
容
の

予
備
討
議

を
お
こ

な
う
。

ま
た
、

努
め
て

自
由
主
義
国
か
ら
の

参
加
を
多
く
す
る
。

二

　
日
程

大
会
の

期
日
を
五
日
間
と

す
る
。

第
一

日
　
八
月
十
二

日
（
開
会
式
・

基
調
報
告
）

第
二

日
　
八
月
十
三
日
（
階
層
別
懇
談
会
）

第
三
日
　
八
月
十
四
日
（
分
科
会
）

第
四
日

　
八
月
十
五
日
（
宣
言
・

決
議
の

準
備
）
宣
言
・

決
議
起
草
は
外

国
代
表
全
員
と
日
本
か

ら
も
代
表
を
選
ん
で
、

約
二

百
名
が

参
加

す
る
予
定
。

そ
の

他
の

代
表
者
は
各
種
の

集
会
を
も
つ

よ
う
準
備

す
る
。

科
学
的
講
演
会
な
ど
も
予
定
。

第
五
日
　
八
月
十
六
日
（
宣
言
・

決
議
・

閉
会
式
）

な
お
八
月
十
一

日
に

は

前
夜
祭
を
行
う
が
、

本
県
の

海
の

平
和
祭

な
ど
も
、

一

つ

の

前
夜
祭
と
し
て

考
え
ら
れ
る
。

ま
た
階
層
別
懇
談
会
は
、

労
働
者
、

農
漁
民
、

青
年
、

学
生
、

婦

人
、

教
育
者
、

知
識
人
、

地
方
自
治
体
議
員
、

被
害
者
、

宗
教
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家
、

商
工

業
者
な
ど
に

分
れ
る

予
定
で

あ
る
。

三
　
分
科
会

分
科
会
の

内
容
に

つ

い

て

は
、

目
下
中
央
に

お
い

て

助
言
者
グ
ル

ー
プ
の

会
議
を
行
つ

て
、

資
料
を
ま
と
め
て

い

る
が
、

取
り
扱
わ
れ
る
問
題
は
大

体
つ

ぎ
の

と
お
り
で

あ
る
。

1

　
原
水
爆
の

被
害
に
つ

い

て

A

　
物
理
学
的
問
題

B

　
放
射
能
障
害

C

　
実
験
被
害
（
久
保
山
氏
の

死
因
等
）

2

　
原
水
爆
戦
争
の

危
険

A

　
原
子
戦
の

構
想
、

戦
術
思
想
の

変
転

B

　
戦
争
技
術
の

問
題

C

　
原
子
戦
支
援
部
隊
の

問
題

D

　
世
界
の

軍
事
的
情
勢

3

　
国
際
情
勢

A

　
全
体
的
な
評
価

B

　
平
和
の

面

C

　
危
険
な
面

4

　
軍
縮
問
題

A

　
歴
史
（
原
水
爆
禁
止
と
軍
縮
）

B

　
現
在
の

問
題
点

C

　
困
難
と
一

致
点

5

　
国
内
情
勢

A

　
国
交
回
復
、

国
際
交
流

B

　
憲
法
擁
護
問
題

C

　
基
地
問
題

6

　
軍
事
ブ
ロ

ツ

ク

A

　
平
和
的
共
存
と

安
保
体
制

B

　
安
全
保
障
条
約

7

　
国
連
と
軍
縮
委
員
会

8

　
原
子
力
平
和
利
用

9

　
被
害
者
救
援
問
題

10

　
平
和
運
動

11

　
教
育
文
化
問
題

四
　
財
政

世
界
各
国
か
ら
の

支
援
を
期
待
す
る
が
、

開
催
地
日
本
が
大
部
分
負
担
す

る
つ

も
り
で

か
か
る
べ

き
で

あ
る
。

そ
の

総
額
は
次
の

通
り
で

あ
る
。
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米
英
ソ
へ

の

国
民
使
節
派
遣
費

　
一

、

〇
〇
〇
万
円

世
界
大
会
費
用

　
二
、

〇
〇
〇
万
円

合

　
計

　
三
、

〇
〇
〇
万
円

こ

の

費
用
の

分
担
に

つ

い

て

は
、

中
央
諸
団
体
で

三
六
〇
万
円
、

地
方
諸

団
体
で
二

六
四
〇
万
円
と
な
つ

て

い

る
が
、

神
奈
川
県
の

割
当
は
総
額
百

八
万
円
と
な
つ

て
い

る
。

五
　
代
表
数

全
国
か
ら
の

代
表
総
数
は
五
〇
〇
〇
名
で
、

神
奈
川
県
の

割
当
数
は
一

八

〇
名
と
な
つ

て
い

る
。

神
奈
川
県
と
し
て

の

実
施
要
綱

1

　
今
年
は

県
と
し
て

は
神
奈
川
県
原
水
協
が

最
終
責
任
を
も
つ
。

2

　
地
域
と
し
て

は
、

地
域
原
水
協
が
あ
る
所
は
そ
れ
が
中
心
と
な
り
、

そ

の

な
い

所
で
は
実
行
委
員
会
の

形
を
と
る
。

但
し
こ

の

実
行
委
員
会
は
、

世
界
大
会
を
通
じ
て

地
域
原
水
協
を
結
成
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

3

　
大
会
を
成
功
さ
せ

る
た
め
に
、

大
会
の

意
義
の

徹
底
、

大
会
の

議
題
に

も
と
づ

く
大
衆
的
な
討
論
が
お
き
る
よ

う
に

努
力
す
る
。

（
そ
の

た
め

に

出
来
得
る
か

ぎ
り
の
ニ

ユ

ー
ス
、

資
料
等
を
発
行
す
る
。

）

4

　
こ

の

運
動
の

中
で

東
京
ア
ピ

ー
ル

の

署
名
活
動
を
行
う
。

5

　
大
会
の

参
加
に

つ

い

て

イ
　
神
奈
川
県
の

代
表
は
一

八
〇
名
（
全
国
五
、

〇
〇
〇
名
）
で

あ
る
が

別
表
割
当
案
に

よ
り
構
成
す
る
。

但
し
こ

れ
が

最
終
決
定
は

更
に

今
后

の

運
動
の

内
容
等
に

よ
り
変
更
す
る
こ

と
も
あ
り
う
る
。

ロ

　
代
表
の

選
出
は
七
月
三
十
一

日
ま
で

と
す
る
。

ハ

　
代
表
団
の

結
成
、

打
合
せ

会
は
八
月
四
日
頃
を
目
標
と
す
る
。

6

　
国
民
募
金
に

つ

い

て

イ
　
費
用
は
昨
年
の

通
り
国
民
募
金
に

よ

り
充
当
す
る
。

（
中
央
発
行
の

国
民
募
金
帳
を
活
用
）

ロ

　
こ

の

募
金
の

九
〇
％
は
そ

れ

ぞ

れ

の

地
域
、

団
体
の

活
動
費
に

あ

て
、

一

〇
％
は
県
セ

ン

タ
ー
に

醵
出
す
る
。

ハ

　
代
表
を
選
出
し
た
地
域
、

団
体
は
県
セ

ン

タ
ー
に

次
の

様
に

代
表
一

名
に

付
き
七
、

〇
〇
〇
円
を
醵
金
す
る
。

七
月
二

十
日
ま
で

に

　
代
表
一

名
に

付

　
三
、

五
〇
〇
円

七
月
三
十
一

日
ま
で
に

　
〃

　
三
、

五
〇
〇
円

ニ

　
募
金
帳
と

募
金
額
の
一

〇
％
は
八
月
二

十
日
ま
で

に

県
セ

ン

タ
ー
に

完
全
に

納
入
す
る
。

ホ

　
第
三
回
世
界
大
会
を
記
念
す
る
バ

ツ

チ
が

出
来
て
い

る
の

で

募
金
活

動
の

中
で

普
及
を
は
か

る
。

（
定
価
は
一

ケ
売
二

〇
円
。

地
域
、

団
体

に

は
一

ケ
一

二

円
で

お
ろ
す
。

）
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7

　
全
体
に
つ

い

て

中
央
と
充
分
な
連
絡
を
取
り
つ

ゝ

常
任
幹
事
会
で

再
検
討
す
る
。

第
三
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
神
奈
川
県
代
表
割
当
表
（
案
）

第
三
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
神
奈
川
県
予
算
案
（
一

九
五
七
年
七
月
一

日

〜
八
月
三
一

日

）
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五
　
被
爆
者
医
療
法
普
及
月
間
に
つ

い

て

1

　
県
衛
生
部
よ
り
係
員
が
県
の

方
針
等
に
つ

い

て

説
明
に

出
席
し
た
が

時

間
が
な
く
て

受
け
る
こ

と
が

出
来
な
か
つ

た
。

2

　
当
面
県
下
に
一

、

二

〇
〇
名
転
入
し
て
い

る
と

予
想
さ
れ
る
被
爆
者
に

法
の

適
用
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

県
、

市
関
係
者
と
も
連
絡
を
密
に

す
る

こ

と
。

3

　
被
爆
者
の

自
主
的
な
届
出
を
促
進
出
来
得
る
よ
う
、

充
分
な
考
慮
を
は

ら
い

な
が
ら
そ
の

所
在
を
地
方
自
治
体
と

協
力
し
て
つ

か
む
こ

と
。

4

　
広
報
活
動
を
積
極
的
に

行
う
よ
う
県
、

市
、

町
村
に

申
入
れ
る
こ

と
。

5

　
被
爆
者
の

組
織
化
を
は
か
る
こ

と
。

そ
の

た
め
に

現
在
あ
る
「
原
爆
被

災
者
神
奈
川
の

会
」
に

結
集
を
は
か
る
こ

と
。

連
絡
先横

浜
市
保
土
ケ
谷
区
二

俣
川
町
二

〇
四
九

原
爆
被
災
者
神
奈
川
の

会
　
伊
藤
直
成
氏

（
広
田
重
道
氏
蔵
）
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二

九
六

　
横
浜
市
原
水
爆
禁
止
協
議
会
の

運
動
趣
旨

横
浜
市
原
水
爆
禁
止
協
議
会
趣
旨

世
界
中
で

平
和
を
願
う
人
々

が
原
水
爆
禁
止
の

運
動
を
起
し
て
い

ま
す
。

そ
の

た
め
に

各
国
政
庁
も
こ

の

問
題
を
真
剣
に

考
え
る
よ
う
に

な
り
明
る
い

見
通
が

生
れ
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
、

今
で

も
原
水
爆
実
験
は
続
け
ら
れ
て

居
り
、

わ

た
く
し
た
ち
の

生
活
を
脅
か
し
て

い

ま

す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
世
界
中
の

人

々
、

な
か
で

も
ア
ジ
ア
十
億
の

人
々

と
い

つ

し
よ
に

手
を
結
ん
で

原
水
爆
の

禁

止
、

ひ
い

て

は
軍
縮
に

ま
で

進
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

昨
年
わ
た
く
し
た
ち
は
広
島
の

被
爆
者
を
招
待
し
て

そ
の

人
々

の

お

気
の

毒
な

実
状
を
知
り
、

被
爆
者
救
済
の

必
要
を
痛
感
し
ま
し
た
。

今
年
も
県
会
・

市
会

・

各
団
体
・

教
育
・

宗
教
家
・

地
域
婦
人
な
ど
多
数
の

代
表
を
長
崎
大
会
へ

送

る
こ

と
が
で

き
、

わ
た
く
し
た
ち
の

運
動
は
拡
が
つ

て

参
り
ま
し
た
。

被
爆
し
た
人
た
ち
の

救
援
、

原
水
爆
を

う

け
る
恐
れ
の

あ
る

基
地
の

解
決
な

ど
、

原
水
爆
を
完
全
に

禁
止
さ
せ
る
ま
で
、

み
ん
な
で

ち
か
ら
を
合
せ
て

行
き

ま
し
よ
う
。

一

九
五
六
年
十
月

　
日

横
浜
市
原
水
爆
禁
止
協
議
会
準
備
会

会

則

㈠
　
事

務

所
　
横
浜
市
内
に
お
く
。

㈡
　
目
的
と
事
業
　
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
の

宣
言
と

諸
決
議
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
的
と

す
る
。

こ

の

目
的
達
成
の

た
め

必
要
な
事
業

を
行
う
。

㈢
　
構

成
　
原
水
爆
禁
止
運
動
に

参
加
す
る

団
体
、

お
よ
び
個
人
の

会

員
を
も
つ

て

構
成
す
る
。

会
を
代
表
す
る
も
の

と
し
て

複
数
の

代
表
委
員
を
、

議
決

機
関
と
し
て

常
任
委
員
会
を
、

日
常
事
務
を
遂
行
す
る
も

の

と
し
て

事
務
局
を
設
け
る
。

事
務
局
に

局
長
を
お

く
。

㈣
　

財

政
　

会
の

財
政
は
参
加
団
体
、

個
人
の

会
費
、

そ
の

他
を
も
つ

て

ま
か
な
う
。

個
人
会
費
は
一

ケ
月
一

口

（
三
十
円
）
以
上
と
す
る
。

団
体
会
費
は
一

ケ
月
一

口

（
百
円
）
二

口

以
上
と
す
る
。

（
広
田
重
道
氏
蔵
）

二

九
七

　
第
二

回
神
奈
川
県
婦
人
大
会
宣
言

決
議

大
会
宣
言
（
草
案
）

私
た
ち
は
こ

れ
ま
で
、

職
場
か
ら
、

家
庭
か
ら
、

学
校
か
ら
、

病
院
か
ら
集

り
、

婦
人
の

生
活
と

権
利
、

平
和
と
子
供
の

幸
福
を
守
る
に

は
ど
う
し
た
ら
よ

い

か
に
つ

い

て

話
し
あ
い

ま
し
た
。
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そ
の

結
果
、

婦
人
が
当
然
み
と
め

ら
れ
て

よ
い

は
ず
の

基
本
的
な
権
利
が
み
と

め
ら
れ
ず
、

し
か
も
あ
た
え
ら
れ
て
い

た
僅
か
な
権
利
ま
で
、

ま
す
ま
す
奪
わ

れ
て
い

る
こ

と
が
は
つ

き
り
し
ま
し
た
。

婦
人
は
職
場
で

は
い

ま
だ
に

男
子
と
同
じ
仕
事
を
し
な
が
ら
同
じ
賃
金
を
み
と

め
ら
れ
ず
、

責
任
あ
る
仕
事
を
ま
か
せ

ら
れ
ず
、

思
つ

た
こ

と
も
話
せ

な
い

状

態
で

す
。

そ
し
て

最
近
特
に
め

だ
つ

て

き
た
こ

と
は
、

女
子
の

職
場
し
め

だ
し

の

事
実
で

す
。

横
浜
交
通
局
の

よ
う
に
、

婦
人
専
用
の

仕
事
と
思
わ
れ
て
い

た

バ

ス

の

車
掌
や
、

交
換
手
や
教
員
な
ど
で

さ
え
、

今
年
は
男
子
だ
け
を
採
用
す

る
方
針
で

す
。

そ
の

上
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
で
、

首
切
り
の

嵐
の

中
で
、

婦
人
が

ま
つ

さ
き
に

対
象
に

さ
れ
て

い

ま
す
。

し
か
も
そ
の

理
由
は
、

共
か
せ

ぎ
だ
か

ら
、

妊
娠
し
た
か
ら
、

子
供
が
い

る
か
ら
で

あ
り
、

生
理
休
暇
や
産
休
も
首
切

り
の

原
因
に

な
る
た
め
、

規
定
に

は
み
と
め
ら
れ
て
い

て

も
実
際
に

は
と
れ
ず

に
い

ま
す
。

更
に
、

こ

の

よ
う
な
事
実
が
、

家
族
制
度
の

復
活
に

よ
り
正
当
化

さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

家
庭
婦
人
の

生
活
は
、

現
在
ひ
ど
い

貧
困
の

ど
ん
底
に
お
ち
こ

ん
で
い

ま
す
。

そ
の

原
因
は
、

主
人
が
、

低
賃
金
、

労
働
強
化
、

失
業
に

お
び
や
か

さ
れ
て

い

る
た
め
で
、

そ
の

し
わ
よ
せ

が
、

子
供
を
か
ゝ

え
る
主
婦
に
一

番
ひ
ど
く
の

し

か
ゝ

つ

て
い

ま
す
。

主
婦
た
ち
は
、

く
ら
し
の

た
め
に

内
職
に

あ
え
ぎ
、

仕
事

に

あ
り
つ

き
た
い

と
願
つ

て
い

ま
す
が
、

子
供
を
託
児
所
に

あ
ず
け
る
こ

と
が

で

き
ず
、

又
就
職
の

道
は
主
婦
に

は
殆
ど
望
み
な
い

現
実
で

す
。

託
児
所
が
ほ

し
い

と
い

う
の

が
、

職
場
の

婦
人
か
ら
も
主
婦
か
ら
も
切
実
な
要
求
と
な
つ

て

い

ま
す
。

子
供
の

生
活
も
み
じ
め
で

す
。

義
務
教
育
で

さ
え
、

く
ら
し
を
助
け
る
た
め
に

休
ま
ね
ば
な
ら
な
い

子
供
た
ち
が
ふ
え
、

一

ケ
月
五
千
円
も
ら
え
る
な
ら
と
、

少
年
自
衛
隊
に

子
供
を
や
る
母
親
も
予
想
外
に

多
数
出
て
い

ま
す
。

給
食
費
の

払
え
な
い

子
供
た
ち
が
ふ
え
て

い

ま
す
が
、

こ

の

こ

と
は
、

せ

め
て

可
愛
い

い

子
供
た
ち
に

は
み
じ
め
な
思
い

を
さ
せ

た
く
な
い

と
の

親
心
さ
え
、

ど
ん
な
に

き
り
つ

め
て

み
て

も
満
た
す
こ

と
の

で

き
な
い

窮
状
を
如
実
に

語
つ

て
い

る
と

思
い

ま
す
。

女
子
学
生
も
勉
学
と
ア
ル

バ

イ
ト
の

両
立
に

苦
し
み
、

就
職
難
に

さ
ら
さ
れ
て

い

ま
す
。

国
民
の

健
康
も
危
機
に

ひ
ん
し
て

い

ま
す
。

特
に

主
婦
は
病
気
に

な
つ

て

も
休

む
こ

と
も
で

き
ず
、

か
ら
だ
を
使
い

き
つ

て

倒
れ
る
ま
で

放
り
出
さ
れ
て
い

ま

す
。

主
婦
の

結
核
対
策
は
急
が
れ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。

私
た
ち
は
こ

こ

に

あ
ら
ゆ
る
婦
人
た
ち
が
集
り
、

こ

れ

ら

の

生
活
は
改
善
さ

れ
、

婦
人
の

権
利
は
守
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

こ

と
を
話
し
あ
い

ま
し
た
。

そ
し

て

こ

れ
ら
の

無
権
利
の

状
態
が

す
べ

て
、

憲
法
を
改
悪
し
、

再
軍
備
を
進
め
、

日
本
に

米
軍
の

た
め
の

基
地
を
つ

く
り
、

国
民
を
戦
争
に

か
り
た
て

よ
う
と
し

て
い

る

今
の

政
治
か
ら
生
ま
れ
て
い

る
こ

と
を
知
り
、

こ

の

よ
う
な
政
治
を
、
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平
和
を
守
る
政
治
に

変
え
さ
せ

る
た
め
に
、

婦
人
が
み
ん
な
力
を
合
せ

る
こ

と

を
誓
い

あ
い

ま
し
た
。

私
た
ち
は
今
後
、

集
つ

た
一

人
一

人
が
、

職
場
で
、

地

域
で
、

こ

の

た
め
の

話
し
あ
い

を
進
め
、

次
の

こ

と
を
実
現
さ
せ

る
た
め

努
力

す
る
こ

と
を
宣
言
し
ま
す
。

一

　
平
和
憲
法
を
守
り
、

徴
兵
制
度
と

再
軍
備
に

反
対
し
ま
す
。

一

　
原
子
戦
争
の

準
備
に

絶
対
に

反
対
し
ま
す
。

一

　
基
地
に

反
対
し
、

日
本
の

土
地
を
返
し
て

も
ら
う
こ

と
を
要
求
し
ま
す
。

一

　

婦
人
の

働
く
権
利
を
守
り
ま
す
。

こ

れ
を
は
ば
む
家
族
制
度
の

復
活
と
封

建
制
度
に
反
対
し
ま
す
。

一

　
子
供
の

幸
福
と
社
会
の

発
展
の

た
め
の

教
育
を
要
求
し
ま
す
。

一

　

安
心
し
、

生
活
で

き
る
だ
け
の

社
会
保
障
費
を
要
求
し
ま
す
。

一

　
職
場
婦
人
の

た
め
に

も
主
婦
の

た
め
に

も
、

乳
児
施
設
の

あ
る
託
児
所
を

作
り
ま
し
よ
う
。

一

　

再
び
日
本
に

戦
争
が

起
り
、

日
本
が
戦
争
に

ま
き
こ

ま
れ
る
こ

と
に

反
対

し
ま
す
。

一

　
世
界
各
国
の

人
た
ち
と
話
し
あ
つ

て
、

平
和
の

力
を
強
め
ま
し
よ
う
。

一

九
五
五
年
二

月
十
三
日

第
二

回
神
奈
川
県
婦
人
大
会

決
議
し
た
こ

と

一

　
日
本
婦
人
大
会
を
早
く
開
く
よ
う
に

要
請
し
、

代
表
を
送
り
ま
し
よ
う
。

一

　
原
子
戦
争
準
備
に

反
対
す
る
運
動
を
、

す
ぐ
は
じ
め

ま
し
よ
う
。

一

　
総
選
挙
に

は
、

私
達
の

生
活
と
平
和
を
守
る
人
を
選
び
ま
し
よ
う
。

一

　
神
奈
川
県
婦
人
懇
談
会
を
つ

く
り
、

話
し
合
い

を
す
ゝ

め
ま
し
よ
う
。

一

　
松
川
事
件
の

裁
判
を
や
り
な
お
す
よ
う
、

み
ん
な
で

要
請
し
ま
し
よ
う
。

（
広
田
重
道
氏
蔵
）

〔
注
〕
第
二

回
神
奈
川
県
婦
人
大
会
世
話
人
会
「
第
二

回
か

な
が
わ
け
ん
婦
人

大
会
記
録
」（
一

九
五
五
年
二

月
十
三
日

）
よ
り
抜
粋
。

二

九
八

　
横
須
賀
在
住
婦
人
の

生
活
記
録

「

横
須
賀
婦
人
の

つ

ど
い

こ

だ

ま

一

九
五
五
・

七
発
行
」

こ

だ

ま

子
供
た
ち
が

す
く
す
く
と

育
つ

様
に

と
ね
が
い
、

家
庭
が
平
和
に

明
る
く
健

康
に

恵
ま
れ
て

と

祈
る
母
心
を
…
…

家
庭
で

職
場
で

母
と
し
て

の

娘
と
し
て

の

苦
し
み
、

な
や
み
、

悲
し
み
亦
よ
ろ
こ

び
を
希
望
を
一

人
々

々

の

思
い

を

こ

め
て

書
い

て

見
ま
し
よ
う
。
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横
文
字
が
並
び
、

ジ
ヤ

ズ

の

わ
め

く
日

本
の

中
の

異
国
の

よ
う
な
横
須
賀
に

明
け
く
れ
る
私
た
ち
の

い

つ

わ
り
な
い

気
持
を
う
ち
あ
け
て

み
ま
し
よ
う
。

や
が
て

私
た
ち
の

ね
が
い

は

せ

せ

ら

ぎ
が
流
れ
流
れ
て

大
川
と
な
る
よ
う

に
、

こ

だ
ま
し
合
い
、

強
め
あ
つ

て

平
和
を
ま
も
り
、

子
ら
を
ま
も
る
力
と

な
る
で

し
よ
う
。

1

　
原
水
爆
戦
争
を
や
め
世
界
平
和
を
望
む
。

生
活
物
資
が
も
つ

と
安
く
な
ら

な
い

も
の

で

し
よ
う
か
。

家
庭
婦
人
の

労
働
時
間
を
短
縮
し
て

ほ
し
い
。

2

　
二

児
の

母
親
と
し
て

悪
環
境
の

今
の

社
会
の

中
に

於
て

貧
し
き
そ
の

日

暮

し
で

思
う
様
に

仕
事
も
出
来
ず
、

従
つ

て

教
育
上
家
庭
内
で

の

教
育
も
そ
の

日
の

仕
事
に

追
わ
れ
て

不
充
分
の

た
め
、

や
や
も
す
れ
ば
悪
の

社
会
に

そ
ま

り
や
す
し
。

母
親
と
し
て

日
常
の

生
活
と

共
に
、

二

児
の

教
育
に

付
い

て

朝

鮮
人
民
共
和
国
公
民
と
し
て
、

責
任
を
思
う
日
夜
に

心
苦
し
く
、

唯
々

足
り

ぬ

努
力
を
致
し
お

り
ま
す
。

3

　
私
の

家
庭
も
そ
う
で

す
が
、

私
た
ち
の

周
囲
に

は
、

終
戦
以
来
住
宅
の

事

で
、

今
日
は
と
云
う
日
も
な
く
人
様
の

家
屋
を
借
り
又
間
借
り
の

た
め
、

ど

れ
だ
け
つ

ら
い

日
を
送
つ

て

来
た
事
か
、

お

そ
ら
く
そ
う
し
た
人
達
が

今
日

の

日

本
に

は
何
十
万
、

何
百
万
い

る

事
で

し
よ
う
。

戦
艦
一

隻
、

原
爆
一

個

持
た
な
い

軍
隊
の

た
め
に

費
う
何
千
万
円
の

金
で

私
た
ち
の

住
む
バ

ラ

ツ

ク

を
建
て

た
ら
、

お
そ
ら
く
私
達
の

様
な
困
つ

た
人
達
は
多
分
ほ
と
ん
ど
助
か

る
の

で

は
な
い

で

し
よ
う
か
。

親
た
ち
の

世
界
に

貧
富
の

差
は
あ
つ

て

も
、

せ

め
て

子
供
の

世
界
に
は
そ

れ

が

な
い

様
に
、

せ
め
て

人
生
の

ス

タ
ー
ト

で

あ
る
小
学
校
の

教
育
費
だ
け
は
国
庫
負
担
で

や

れ

な
い

も
の

で
し
よ
う

か
。

4

　
子
供
の

為
の

遊
園
地
が
ほ
し
い
。

戦
争
が

終
つ

て

少
し
世
の

中
が

平
和
に

な
り
、

そ
れ
に
つ

れ
て

児
童
憲
章
が
制
定
さ
れ
、

子
供
達
は
楽
し
く
毎
日
す

ご
さ
れ
る
は
づ
で

あ
る
の

に
、

子
供
に
一

番
必
要
で

あ
る
遊
ぶ

場
所
が

無
い

と
い

う
事
は
、

何
故
で

あ
ろ
う
か
。

こ

の

横
須
賀
市
も
市
の

中
央
で

あ
る
市

役
所
前
に

は
遊
園
地
が
あ
る
。

少
し
は
施
設
も
備
つ

て

い

る
が

町
を
少
し
は

ず
れ
る
と
そ
ん
な
事
は
少
し
も
考
へ

ら
れ
て

な
い
。

計
画
的
に

発
展
し
道
路

も
排
水
も
き
ち
ん
と
出
来
た
処
に

住
宅
が
建
つ

た
な
ら
よ
い

が
、

目
茶
苦
茶

に

畑
が
つ

ぶ
さ
れ
、

田
圃
が
埋
め

ら
れ
て
、

無
制
限
に

家
が
建
ち
人
口
が
ど

ん
〴
〵
増
加
し
て

行
く
。

そ
し
て

子
供
は
せ

ま
い

道
、

家
の

中
で

遊
ぶ
事
し

か
出
来
な
い
。

市
は
ど
う
し
て

計
画
的
な
事
が

出
来
な
い

の

だ
ろ
う
か

家
が

建
つ

て

か
ら
道
路
も
公
園
も
お
そ
い

の

で

あ
る
。

一

度
災
害
が
あ
つ

た
場
合

何
処
に

逃
げ
た
ら
よ
い

の

だ
ろ
う
か
。

そ
の

四
方
を
か
ね
ら
れ
る
遊
園
地
、

公
園
を
是
非
共
た
く
さ
ん
ほ
し
い
。

私
達
の

横
に

も
三
百
坪
ば
か
り
の

空
地

が
あ
る
。

地
代
が

高
く
て

ま
と
め
て

の

買
手
が
な
く
、

ブ
ロ

ー
カ

ー
の

手
か
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ら
手
へ

と
渡
さ
れ
て
い

る
様
子
で

あ
る
。

前
に

そ
こ

に

鳩
の

町
が
出
来
る
と

の

事
だ
つ

た
が

附
近
の

人
の

反
対
で

取
り
止
め
に

な
つ

た
そ
う
だ
。

そ
の

ま

ま
荒
れ
つ

ぱ
な
し
に

な
つ

て

い

る
広
場
で

あ
る
。

私
は
毎
日
こ

の

空
地
が
遊

園
地
に

な
つ

て

く
れ
な
い

か
と
考
へ

る
。

そ
う
す
れ
ば
子
供
は
誰
に

叱
ら
れ

る
事
な
く
自
由
に

遊
べ

る
。

自
由
に

遊
べ

る
と
い

う
事
は
子
供
と
し
て

ど
れ

程
嬉
し
い

事
で

あ
る
か
。

小
さ
い

時
よ
り
自
然
に

親
し
み
、

身
も
心
も
の

び

〴
〵
と
育
つ

事
が
出
来
た
ら
、

再
び
あ
の

悪
夢
の

様
な
戦
争
を
起
す
事
な
ど

考
へ

ら
れ
な
い

で

あ
ろ
う
。

横
須
賀
市
の

上
空
も
毎
日
々

々

米
軍
機
の

爆
音
で

や
か
ま
し
い
。

戦
争
は
絶

対
に

反
対
だ
、

な
ん
と
か
し
て

あ
の

空
地
を
遊
園
地
に

し
た
い
。

多
勢
の

子

供
が

楽
し
く
遊
べ

る
だ
ろ
う
。

私
は
そ
の

実
現
を
切
実
に

願
う
。

今
日
も
保

育
園
の

子
供
が

来
て

楽
し
そ
う
に

踊
つ

た
り
お

話
し
た
り
三
々

五
々

ク
ロ

ー

バ

の

花
を
つ

ん
で
い

た
。

和
や
か
な
学
校
が
何
時
ま
で

も
続
く
よ
う
に

あ
の

ク
ロ

ー
バ

が
何
時
迄
も
埋
め
ら
れ
な
い

様
に

願
う
。

5

　
働
け
ど
働
け
ど
我
が

暮
し
楽
に

な
ら
ん
や
と
詞
に

も
あ
る
通
り
私
達
は
一

日
中
汗
と
働
力
に

よ
つ

て

護
ら
れ

た

も

の

は
一

片
の
パ

ン

（
麦
飯
）
な
の

だ
。

国
会
で

民
主
、

自
由
、

両
社
会
党
と

色
々

と
ト
ラ
ブ
ル

を
演
じ
て

い

る

時
私
達
は
住
宅
難
就
職
難
と
私
達
の

斗
い

は
実
に

切
実
で

あ
る
。

一

日
の

糧

を
得
る
た
め
に
一

生
懸
命
働
く
け
れ
ど
働
け
る
人
達
は
幸
い

多
く
さ
ん
外
に

も
い

る
。

私
達
は
民
主
、

自
由
、

社
会
ど
れ
で

も
か
ま
わ
ぬ
。

そ
れ
よ
り
働

く
職
場
を
与
え
て

も
ら
い

た
い
。

一

片
の
パ

ン

を
獲
る

場
所
が
ほ
し
い
。

こ

れ
と

平
和
が
お
と
ず
れ
る
事
を
心
か
ら
祈
る
。

そ
し
て

私
の

家
に

も
…
…
そ

れ
ま
で

は
頑
張
ろ
う
。

6

　
生
活
費
を
も
う
少
し
ふ
や
し
て

も
ら

い

た
い
。

戦
争
は
も
う
こ

り
ご
り

だ
。

母
心
と
し
て

子
供
を
そ
ば
に
い

て

め

ん
ど
う
を
見
て

や
り
た
い

と
思
う
。

寒
さ
に

む
い

て

こ

ま
る
か
ら
（
ふ

と
ん

）
一

、

二

枚
ば
か
り
ほ
し
い
。

屋
根

の

か
わ
ら
が
落
ち
て

来
て

家
の

中
が
む
つ

て

こ

ま
る
か
ら
な
お
し
て

も
ら
い

た
い
。

7

　
私
達
は
小
さ
い

時
「
働
く
者
に

追
い

つ

く

貧
乏

な
し

」
と

教
わ
り
ま
し

た
。

そ
し
て

人
間
正
直
に

真
面
目
に

働
い

て

ゆ
け
ば
、

人
間
は
必
ず
幸
福
に

な
れ
る
。

と
、

し
か
し
、

ど
う
で

し
よ
う
。

今
の

世
の

中
は
、

私
達
は
現
在

身
を
粉
に

し
て

働
い

て

も
人
間
の

生
活
と
い

う
よ
り
は
、

只
、

命
を
や
う
や

く
つ

な
い

で

ゆ
く
だ
け
の

暮
し
で

す
。

そ
し
て

真
面
目
な
人
間
程
苦
し
い

生

活
を
し
て
い

る
様
な
気
が
し
ま
す
。

私
達
は
強
く
要
望
し

ま

す
。

「
人
間
が

真
面
目
で
一

生
懸
命
働
い

た
ら
必
ず

幸
福
な
生
活
が

出
来
る
世
の

中
に

な
る
政
治
の

到
来
を

」。
そ

し

て

又
た
と

い

カ
ヤ

ブ
キ
で

も
よ
い

か
ら

誰
に

で

も
気
が
ね

し

な
い

で

住
み
得
る

家
屋

を
。
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8

　
私
達
の

希
望

私
共
は

毎
日
朝
四
時
か
ら
起
き
て

六
時
に

は
家
を
出
て

働
き
に

行
き
ま
す
。

ま
あ
職
場
で

は
暑
さ
寒
さ
を
忘
れ
て

無
中
に

な
つ

て

仕
事
を
し
た
り
又
皆
さ

ん
と
い

ろ
い

ろ
と
お
た
が
い

に

こ

ま
る
話
し
を
し
た
り
（
ば
か

）
を
言
つ

て

わ
ら
つ

て

お
り
ま
す
が

夕
方
家
に

帰
る
と

子
供
に

あ
れ
こ

れ
と
お
ね
だ
り
さ

れ
て
、

本
当
に

少
々

の

お

金
、

お
こ

づ
か
い

を
取
ら
れ
る
の

が

何
よ
り
こ

ま

り
ま
す
が
、

又
子
供
が

何
も
知
ら
な
い

の

だ
か
ら
、

こ

れ
も
無
理
も
有
り
ま

せ

ん
。

も
つ

と
何
ん
と
か
、

気
持
を
お
ち
つ

い

て

家
に
い

る
よ
う
に

な
り
た

い

も
の

で

す
。

9

　
私
は
今
病
床
に

あ
つ

て

こ

の

文
を
書
い

て

お
り
ま
す
。

私
は
二

度
と
私
の

よ
う
な
苦
し
み
、

悲
し
み
を
次
代
の

人
達
に

さ
せ
た
く
あ
り
ま
せ

ん
。

私
の

夫
は
こ

の

戦
争
に

四
才
と
生
後
十
六
日
の
二

児
を
残
し
て

出
征
し
ま
し
た
。

残
さ
れ
た
私
は
こ

の
二

児
を
抱
へ

あ
ら
ゆ
る
苦
し
み
に

耐
へ

て

生
き
て

き
ま

し
た
。

そ
し
て

終
戦
の

夫
の

帰
り
を
唯
一

の

希
望
に

生
き
て

来
た
。

私
に

帰

つ

て

来
た
の

は
白
の

空
箱
で
し
た
。

そ
れ
で

も
じ
つ

と
耐
へ

て

子
供
の

成
長
の

み

を

希
望
に

生
き
て

来
ま
し
た

が
、

夫
の

出
征
後
女
手
一

つ

で

子
供
を
抱
へ

て

の

生
活
苦
、

無
理
と
知
り
つ

つ

無
理
を
せ

ね
ば
生
き
ら
れ
な
か
つ

た
た
め
、

身
体
に

無
理
な
労
働
も
し
ま

し
た
。

前
の

様
に

身
を
粉
に

し
て

働
い

て

子
供
に

た
べ

さ
せ

る
の

が
や
つ

と

で

自
分
の

夕
食
を
お

茶
で

す
ま
せ

た
こ

と
も
度
々

で

し
た
。

そ
う
し
た
無
理

が

今
私
の

身
に

病
気
と
な
つ

て

毎
日
を
苦
し
み
つ

づ

け
て

お
り
ま
す
。

一

週

間
前
ひ
ど
い

発
作
で

死
に

直
面
し
た
時
（
私
は
こ

の

時
は
つ

き
り
と
死
を
感

じ
た
）
唯
涙
が

落
ち
た
。

そ
れ
は
死
の

き
よ
ふ
で

は
な
い
。

十
二

才
と
十
六

才
の

子
供
の

身
を
案
じ
、

こ

の

子
供
が
成
人
し
た
ら
そ
の

日
に

死
す
と
も
私

は
悔
い

な
い
。

今
死
ね
ば
子
供
は
と
思
へ

ば
死
す
と
も
死
ね
ぬ
こ

の

涙
は
血

の

涙
で

す
。

私
が
死
ね
ば
子
供
は
両
親
を
失
い

ま
す
。

戦
争
さ
え
な
か
つ

た

ら
と
思
わ
ず
に

は
い

ら
れ
ま
せ

ん
。

そ
れ
故
戦
争
に

は
強
く
反
対
し
ま
す
。

私
の

よ
う
に

血
の

涙
を
こ

ん
な
に

苦
し
い

悲
し
い

思
い

は
私
達
だ
け
で

た
く

さ
ん
で

す
。

だ
れ
に

も
さ
せ

た
く
あ
り
ま
せ

ん
。

貧
し
く
共
親
子
夫
婦
、

兄

弟
姉
妹
平
和
に

暮
せ

る
世
の

中
に

し
た
い

と
希
望
す
る
の

は
私
ば
か
り
で

は

な
い

で
し
よ
う
。

大
切
な
父
を
夫
を
子
を
兄
弟
を
む
ご
い

戦
争
で

殺
さ
れ
る

の

は

嫌
で

す
。

残
さ
れ
た
家
族
は
飢
え
と
悲
し
み
に

日
夜
泣
き
苦
し
む
戦
争

さ
え
な
か
つ

た
ら
こ

ん
な
苦
し
み
も
せ

ず
に

す
み
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
戦
争
が

再
び
お
き
ぬ

様
に

し
て

下
さ
い
。

切
に

切
に

病
床
よ
り
平
和
を
祈
る
。

10

　
失
業
し
て

職
安
で

働
い

て

ま
す
が
、

こ

の

中
か
ら
又
首
切
り
が

出
て

失
業

し
そ
う
で

す
。

ど
う
し
て

生
き
て

行
つ

た
ら
良
い

の

で

し
よ
う
。

何
も
す
き
こ

の

ん
で

職
安
で

行
く
か
ど
ち
ら
か
の

所
ま
で

追
い

こ

ま
れ
て

職
安
で

働
ら
い

て
い

た
の

で

す
。

今
後
ど
う
し
て

行
つ

た
ら
良
い

か
皆
様
に

も
考
へ

て

戴
き
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た
い

と
思
い

ま
す
。

一

未
亡
人
よ
り
。

11

　
先
日
急
用
で

タ
ク
シ

ー
に

乗
ろ
う
と

思
い

手
を
上
げ
る
と
止
ま
ら
ず
外
国

人
に

は
と
ま
り
乗
せ
て

行
く
の

で

す
。

同
じ
日
本
人
で

あ
り
乍
ら
又
同
じ
料

金
で

乗
る
の

に

何
故
、

友
達
に

話
し
た
所
や
は
り
同
じ
様
な
事
が
あ
り
、

私

は
み
じ
め
な
気
持
に

な
り
ま
し
た
。

こ

の

様
な
こ

と
が
な
い

様
改
め
て

頂
き

た
い

で

す
。

横
須
賀
は
基
地
の

関
係
も
あ
る
の

で

し
よ
う
が
、

物
価
は
東
京

な
ど
に

く
ら
べ

る
と

高
い

の

で

す
。

も
う
少
し
生
活
費
や
す
く
業
者
の

方
達

で

考
へ

て

と
思
い

ま
す
。

12

　
い

く
ら
叱
つ

て

も
〳
〵
机
の

上
に

う
づ

高
く
積
み
上
る
ま
ん
が
の

本
を
ど

う
し
た
ら
よ
い

か
と

思
案
し
て

お
り
ま
す
。

鬼
面
党
だ
と
か
、

や
れ
道
場
や

ぶ
り
だ
と
か
、

地
獄
島
だ
と
か
人
命
軽
視
の

思
想
を
う
え
つ

け
る
よ
う
な
事

ば
か
り
よ
つ

た
り
、

見
た
り
し
て

い

ら
れ
る
と
本
当
に

母
の

立
場
か
ら
心
配

で

な
り
ま
せ

ん
。

何
ん
と
か
も
う
少
し
よ
い

本
を
と
思
い

ま
す
が
、

お

金
が

思
う
に

ま
か
せ

ず
買
つ

て

や
る
こ

と
も
で

き
ま
せ

ん
。

長
い

棒
を
腰
に

さ
し

て

切
り
合
う
ま
ね
を
し
て

遊
ん
だ
り
本
当
に

子
供
の

た
め
に

も
う
少
し
世
の

中
の

あ
り
方
を
考
え
な
け
れ
ば
大
変
な
こ

と
に

な
る
と
思
い

ま
す
。

13

　
う
ち
の

嫁
は
口
が
多
く
て
い

う
こ

と
を
ち
つ

と
も
気
か
な
い
。

ア
メ

リ
カ

人
は
国
へ

帰
つ

て

も
い

い
。

14

　
子
供
た
ち
に

不
良
防
止
の

為
に

明
る
い

楽
し
い

市
民
全
体
が
笑
つ

て

暮
ら

せ
る
市
に

し
た
い
。

小
さ
い

子
供
が
意
味
も
わ
か
ら
ず
、

唄
う
下
品
な
う
た
は

止
め
て

ほ
し
い
。

夜
の

女
の

余
り
に

も
身
近
に

多
い

事
を
な
げ
く
と
共
に

ど

う
に

か
し
て

こ

の

人
た
ち
を
子
供
の

目
の

届
か
な
い

地
域
に

追
放
し
た
い
。

15

　
内
職
（
養
鶏
）
の
つ

か
れ
で

ね
な
が
ら
ラ

ジ
オ

を
聞
い

て

い

る
と
、

「
基

地
問
題
を
如
何
に

考
え
る
か

」、

放
送
討
論
会
で
、

自
由
党
民
主
党
の

人
も

立
派
な
事
を
い

つ

て

い

る
。

体
裁
の

よ
い

言
葉
の

い

い

ま
わ
し
で
い

い

ま
る

め
ら
れ
そ
う
で

す
。

だ
が
そ
の

人
達
の

言
葉
の

う
ら
を
一

つ

一

つ

考
へ

て

見

な
け
れ
ば
安
心
出
来
な
い

よ
う
な
気
が
す
る
。

そ
ん
な
事
に

も
気
を
つ

か
わ

ね
ば
な
ら
な
い

と
思
う
と
そ
れ
だ
け
で

も
神
経
が

す
り
へ

つ

て

仕
舞
い

そ
う

で

す
。

正
真
者
が
馬
鹿
を
見
な
い

世
の

中
、

び
ん
ぼ
う
な
人
で

も
安
心
し
て

食
べ

る
世
の

中
に
一

日
も
早
く
な
ら
な
い

か
と
思
い

ま
す
。

16

　
民
生
保
護
を
受
け
て

い

る
者
で

す
が
今
日
子
供
の

学
校
に

持
つ

て

行
く
金

が
券
に

成
つ

て

来
て

持
つ

て

行
け
な
く
て

こ

ま
つ

て

い

ま
す
。

何
と
か
皆
さ

ん
と
同
じ
様
に

現
金
で

戴
い

て

現
金
で

出
し
い

い

様
に

し
て

戴
度
い

と
毎
日

思
つ

て

ま
す
が
ど
う
仕
様
も
あ
り
ま
せ

ん
。

保
護
を
も
ら
つ

て

い

る
人
達
が

相
談
仕
合
い

た
い

と

思
い

ま
す
。

如
何
で

し
よ
う
か
。

又
安
く
親
切
に

み
て

も
ら
え
る
診
察
所
が
あ
る
と
よ
い

と
思
つ

て

ま
す
。

17

　
民
生
保
護
委
員
は
だ
れ
の

た
め
に

働
い

て
い

る
の

か
、

困
窮
者
の

た
め
の
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仕
事
を
や
り
な
が
ら
反
対
の

立
場
に

立
つ

て
一

銭
で

も
少
く
出
す
た
め
に

働

い

て
い

る
様
な
風
に

見
え
ま
す
。

私
達
の

立
場
に

近
い

人
を
選
ん
で

働
い

て

も
ら
つ

た
ら
あ
ん
な
風
な
考
え
は
も
た
な
い

と
思
い

ま
す
が
、

如
何
で

し
よ

う
。

最
低
で

も
食
つ

て

行
け
れ
ば
此
ん
な
事
を
し
て

も
ら
わ
な
い

で

も
よ
い

の

で

す
が
、

生
き
て

行
か
れ
な
い

か
ら
た
の

む
の

で

す
。

18

　
親
の

な
い

孫
に
、

体
を
丈
夫
に
ベ

ン

キ
ヨ

ウ
を
安
心
出
来
る

様
に

し
て

も

ら
い

た
い
。

近
所
で

子
供
が

殺
さ
れ
た
事
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の

様
な
事
が

な
い

様
に

し
て

も
ら
い

た
い
。

19

　
私
は
横
須
賀
市
の

主
婦
で

御
座
い

ま
す
が
、

私
達
の

生
活
は
誠
に

戦
き
に

た
え
ま
せ

ん
。

そ
れ
は
浴
場
で

す
。

夜
八
時
頃
行
き
ま
す
と
、

パ

ン

〳
〵
で

よ
ご
れ
て

子
供
を
入
れ
る
に

考
へ

る
。

20

　
子
供
の

た
め
に

是
非
遊
園
地
が
ほ
し
い
。

密
集
し
た
民
家
の

大
勢
の

子
供

が
良
い

遊
び
の

出
来
ま
す
様
に

そ
う
し
た
場
所
が
な
い

為
に
つ

ま
ら
ぬ

も
の

を
見
た
が
つ

た
り
、

た
と
え
ば
パ

ン

〳
〵
の

遊
ん
で
い

る
所
と
か
、

ほ
ん
と

に

子
供
に

悪
い

影
響
を
あ
た
え
る
、

教
育
に

と
つ

て

も
実
に

悪
い
。

そ
の
パ

ン

〳
〵
宿
を
こ

う
し
た
固
い

生
活
を
し
て
い

る
近
所
に

部
屋
を
借
り
て

生
活
を

し
て
い

る
の

で

ほ
ん
と
う
に
こ

ま
つ

て

し
ま
う
。

な
ん
と
か
こ

う
し
た
パ

ン

〳
〵
等
は
一

ケ
所
に

集
め
る
こ

と
が
出
来
な
い

で
し
よ
う
か
。

不
良
少
年
と

い

い

ま
す
か
（
殺
人
事
件
）
等
の

多
く
な
つ

た
の

も
、

み
ん
な
こ

う
し
た
影

き
よ
う
か
ら

来
る
の

で

は
な
い

か
と
思
う
。

と
、

ほ
ん
と
に

女
の

子
を
持
つ

母
に
は

安
心
が
出
来
ま
せ

ん
。

331

　
私
は
母
親
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

私
の

母
を
想
う
時
、

父
の

死
後
ず
つ

と

病
院
の

掃
除
婦
と
し
て

三
人
の

子
を
育
て
、

嫁
い

だ
姉
達
は
自
分
達
の

生

活
で

あ
え
ぎ
生
き
る
だ
け
の

現
在
、

ど

う

し

て

そ
の

母
を
幸
福
と
い

え
ま

し
よ
う
。

末
の

子
で

あ
る
私
ま
で

が
七
年
と
い

う
長
い

間
の

療
養
生
活
、

そ

の

生
活
も
今
で
は
続
け
て

ゆ
け
な
い

有
様
。

社
会
保
障
は
私
達
患
者
を
も
守

つ

て

く
れ
ま
せ
ん
。

戦
争
に

連
が
る
家
庭
の

破
壊
は
ま
だ
ま
だ
立
ち
な
お
つ

て
い

な
い

の

に

軍
備
費
だ
の

自
衛
隊
だ
の

と
私
た
ち
の

心
を
痛
め
て

居
り
ま

す
。

私
は
た
と
え
金
持
で

な
く
と
も
、

安
心
し
て

療
養
生
活
の

出
来
る
社
会

を
、

や
が
て

は
母
親
と
し
て

妻
と
し
て

恋
人
と
し
て

苦
し
み
悲
し
む
事
の

な

い

平
和
を
勝
と
り
た
い

と

望
み
ま
す
。

尚
、

原
子
戦
争
の

禁
止
を
強
く
〳
〵

病
床
よ
り
叫
び
ま
す
。

295

　
横
須
賀
の

朝
鮮
人
小
学
校
で

は
去
る
四
月
に

母
の

会
を
結
成
し
ま
し
た
。

母
親
の

数
が

百
人
程
で

す
が
五
十
余
人
の

母
親
（
そ
の

中
に

夫
が
朝
鮮
人

の

日
本
婦
人
が

十
六
名
お
り
ま
す
）
が
集
ま
り
ま
し
た
。

一

　
学
校
内
の

品
物
の

紛
失
、

通
学
の

道
中
の

買
食
い
、

学
力
の

低
下
と

色

々

の

問
題
が
出
ま
し
た
。

一

　
母
親
が
子
供
の

教
育
に

対
す
る
無
感
心
さ
と
先
生
ま
か
せ
、

と
い

つ

た
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事
が

自
覚
さ
れ
て
一

ケ
月
一

回
学
校
に
集
ま
り
学
業
の

参
観
と
先
生
と
の

相
談
と
云
う
事
に

き
ま
り
、

五
月
二

十
一

日
一

回
目
の

参
観
日
に

は
働
ら

く
婦
人
も
職
場
か
ら
か
け
つ

け
て

集
ま
り
先
生
と
共
に

話
合
い

ま
し
た
。

又
、

日
本
婦
人
の

母
親
は
自
分
の

た
め
、

子
供
の

た
め
、

さ
ら
に

祖
国
へ

帰
る
日
の

た
め
と
い

う
事
で

毎
週
月
曜
日
に

朝
鮮
語
の

勉
強
を
し
て

お

り

ま
す
。

子
供
を
お
ん
ぶ
し
な
が
ら
楽
し
い

未
来
を
期
待
し
て

勉
強
し
て

お

り
ま
す
。

272

　
一

　
私
は
店
を
持
つ

て

お
り
ま
す
が
、

富
士
モ

ー

タ
ー
の

首
切
り
が
三
千

人
も
出
る
と
、

そ
の

次
の

日
か
ら
売
上
げ
が
ず
つ

と

減
り
今
ま
で

で

さ

え
売
上
げ
が
悪
く
ど
う
し
よ
う
か
？

　
と

思
つ

て
い

た
の
で

声
だ
け
の

収

入
で

は
生
活
も
出
来
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

で

す
か
ら
首
切
り
は
絶
対
に

反
対
で

す
。

私
の

主
人
は
何
回
も
首
に

な
り
ど
う
に

も
な
ら
な
い

の

で

借

金
で

店
を
始
め
た
の

で

す
。

私
と
同
様
に

首
を
切
ら
れ
る
人
の

奥
さ
ん
が

色
々

と
職
を
探
し
て

歩
い

て
い

る
と
の

事
を
聞
き
横
須
賀
に
こ

れ
以
上
、

又
日

本
に
こ

れ
以
上
の

失
業
者
が
出
る

事
は
な
い

様
に

し
た
い

と

思
い

ま

す
。

一

　
店
に

来
る
お

客
さ
ん
の

話

大
通
り
は
コ

ン

ク

リ
ー

ト
、

ア
ス

フ

ア
ル

ト
で

雨
が

降
つ

て

も
長
靴
も
い

り
ま
せ

ん
が
、

ち
よ
つ

と

裏
に

入
る
と
ど
ろ
ん
こ

の

道
で

子
供
に

使
い

な

ど
出
せ

ま
せ
ん
。

134

　
横
文
宇
の

町
横
須
賀
、

此
の

中
で

子
供
達
は
ど
ん
な
風
に

育
つ

て

行
く
か

考
え
る
と
、

母
親
と
し
て

の

私
は
気
が
く
る
い

そ
う
で

す
。

見
る
も
の

聞

く
も
の

害
に

な
る
こ

と
ば
か
り
で

す
。

子
供
た
ち
の

遊
び
は
パ

ン

パ

ン

ご
つ

こ

と
、

ギ
ヤ

ン

グ
ご
つ

こ
。

こ

の

子
供
た
ち
が

将
来
ど
ん
な
風
に

考
え
て

大

人
に

な
つ

て

行
く
か
一

日
た
り
と
も
じ
つ

と
し
て

は
い

ら
れ
な
い
。

早
く
ア

メ

リ
カ

兵
を
追
つ

ぱ
ら
つ

て

平
和
な
日
本
を
き
づ
く
運
動
を
進
め

又
、

平
和

産
業
を
発
展
さ
せ
た
い

と
考
え
ま
す
。

332

　
病
気
の

た
め

子
供
達
を
学
園
に

あ
づ

け
す
く
す
く
育
つ

子
を
見
て

安
堵
の

胸
に

う
れ
し
く
思
つ

て

お
り
ま
す
。

五
年
こ

の

か
た
親
を
は
な
れ
て

も
育

つ

子
の

う
れ
し
さ
は
親
で

な
く
て

は
わ
か
り
ま
せ

ん
。

一

人
々

々

卒
業
す
る

子
の

姿
に

は
涙
が
に

じ
み
出
ず
に

は
お

ら
れ
ま
せ

ん
。

日
や
け
の

顔
に

汗
に

じ
ま
し
て

休
み
度
々

見
舞
い

に

来
る
い

じ
ら
し
さ
少
な
い

小
遣
い

よ
り
あ
た

え
ず
に

お
ら
れ
な
い

可
愛
さ
、

淋
し
さ
今
は
す
つ

か

り
な
れ
つ

く
し
て

か
あ

き
ら
め
つ

く
し
て

か
不
足
一

つ

い

わ
ず
も
く
も
く
育
つ

子
、

他
の

子
供
の

よ

う
に

遠
足
に

も
行
き
た
い

だ
ろ
う
し
又
修
学
旅
行
に

も
行
か
ず
唯
勉
強
に
い

そ
し
む
子
、

親
は
た
ゞ

祈
る
だ
け
で

す
。

正
し
い

良
い

子
に

育
つ

よ
う
に

と
。

334

　
基
地
横
須
賀
に

住
む
母
と
し
て

は
、

最
近
未
成
年
犯
罪
者
が

多
く
な
り
行

く
の

に

対
し
米
基
地
の

悪
影
響
の
一

つ

と
も
云
え
よ
う
。

家
庭
の

環
境
も
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あ
り
ま
し
よ
う
が

学
校
又
社
会
に

於
て

も
又
少
し
感
じ
て

赤
線
区
域
外
の
ハ

ウ
ス

等
取
締
り
願
い

子
供
た
ち
の

遊
び
に

も
明
る
い

世
で

あ
る
こ

と
を
望
み

た
い
。

今
日
の

世
の

中
物
質
的
の

世
家
庭
の

貧
し
き
子
、

親
な
き
子
、

又
有

福
な
る
子
等
で
も
平
等
に

生
活
を
送
り
さ
せ

た
い

と
思
う
只
今
は
あ
ま
り
に

も
民
主
的
す
ぎ
て

野
ば
な
し
の

様
に

思
わ
れ
る
故
悪
道
へ

走
る

倅
が

多
い

様

で

す
。

も
つ

と
も
つ

と

子
供
達
に

対
し
て

伸
び
〳
〵
と
明
る
い

世
を
暮
さ
せ

た
い

と
思
う
、

私
達
の

様
に

永
い

病
を
し
て

居
る
と
世
の

中
の

事
す
べ

て

が

あ
ま
り
掛
離
れ
て

い

る
様
に

思
い

ま
す
の

で

少
し
で

も
早
く
全
快
し
て

子
供

達
と
一

諸
に

伸
び
〳
〵
と
し
た
世
の

中
を
す
ご
し
た
い

と

思
う
の

み
で

す
。

329

　
三
人
の

子
の

母
で

療
養
七
年
続
け
て
い

る
私
で
ご

ざ
い

ま
す
。

初
病
ま
で

は
一

度
も
床
に
つ

い

た
こ

と
が
な
く
唯
ひ
た
す
ら
に

子
供
の

成
長
を
楽
し

み
に

家
事
に

励
ん
で

来
ま
し
た
が

終
戦
後
三
年
目
に

こ

の
い

ま
わ
し
い

肺
病

に

取
り
つ

か
れ
手
術
も
で

き
ず
早
や
七
年
に

な
り
ま
だ
元
気
に

な

り

ま
せ

ん
。

年
々

に
む
し
ば
れ
て

行
く
様
な
気
が
し
て

な
り
ま
せ

ん
。

病
気
、

こ

れ
は

過
去
を
ふ

り
返
り
考
え
れ
ば
戦
争
の

犠
牲
と
云
う
事
に

外
は
あ
り
ま
せ

ん
。

あ
の

食
糧
難
人
間
の

生
き
る
上
に

第
一

の

食
物
が
私
た
ち
の

肉
体
を
保
持
出

来
な
か
つ

た
の

で

あ

り

ま

す
。

そ
れ
に

過
労
が
重
み
「
打
ち
殺
し
て

も
死

な
な
い

」
な
ん
と
い

わ
れ
て

い

た
頑
固
な
体
が
胸
う
す
い

吹
け
ば
と
ぶ
様
な

体
に

な
つ

て

し
ま
つ

た
の

で

す
。

健
康
で

働
き
自
分
達
の

幸
せ
を
築
く
の

に

は

誰
も
骨
身
を
お
し

ま
な
い

の

で

す
が

戦
争
と
云
う
も
の

は
人
間
の

幸
を
根

こ

そ
ぎ
取
り
去
る
も
の

で

す
。

子
供
達
の

時
代
は
平
和
な
世
界
で

あ
る
様
願

い

か
つ

努
力
致
し
ま
し
よ
う
。

333

　
私
達
入
院
患
者
で

あ
り
又
六
人
の

子
供
の

母
親
で

あ
る
者
と
し
て

の
一

番

痛
切
に

感
じ
る
事
の
一

つ

と
し
て

書
き
た
い

事
は
医
保
の

事
で

す
。

社
会

の

風
は
冷
た
く
子
供
た
ち
が

君
の

家
の

お

母
さ
ん
は
肺
病
で

入
院
し
て
い

る

と
い

わ
れ
何
を
す
る
に
つ

け
て

も
、

い

や
な
顔
で

見
ら
れ
る
事
な
の

で

ふ
び

ん
に

思
え
る
の

で

す
。

こ

れ
は
国
民
そ
れ
ぞ
れ
が

昔
か
ら
い

だ
い

て

き
た
感

情
な
の

で

自
分
達
も
か
つ

て

は
そ
う
し
た
気
持
で

来
た
の

で

す
が
今
度
は
い

わ
れ
る
立
場
と
な
り
始
め
て

知
り
ま
し
た
。

ど
う
か
世
間
の

人
達
よ
も
う
少

し
ひ
ら
け
た
気
持
で

私
達
の

子
供
を
世
間
の

冷
た
い

言
葉
に

心
を
痛
め
る
事

な
く
す
こ

や
か
に

明
る
い

元
気
に

正
直
な
良
い

子
に

な
つ

て

欲
し
い

と
病
床

よ
り
祈
る
ば
か
り
で

す
。

238

　
安
心
し
て

働
け
る
世
の

中
に

毎
日
家
の

中
で

せ

わ
し
く
立
ち
働
ら
く
主
婦
と
致
し
ま
し
て

こ

う
し
て

筆

を
取
る
時
間
を
作
る
の

は
容
易
な
こ

と
で

わ
あ
り
ま
せ

ん
。

主
婦
と
し
て

希

望
や
苦
し
み
は
沢
山
あ
り
ま
す
。

そ
の

中
で
一

番
心
配
な
こ

と
は
夫
の

職
業

の

安
定
と
い

う
事
で

す
。

今
、

横
須
賀
で

は
富
士
自
動
車
の

大
量
首
切
り
が

大
き
な
社
会
問
題
と
な
つ

て
い

ま
す
が

人
事
と
は
思
え
ま
せ

ん
。

明
日
は

我
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が
家
の

問
題
と
な
る
か
も
知
れ
な
い

の

で

す
。

首
の

心
配
の

な
い

社
会
に

す

る
た
め
に

私
た
ち
主
婦
の

立
場
か
ら
、

ど
ん
な
政
治
が
行
わ
れ
て

い

る
か
、

行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
か

深
い

関
心
を
持
と
う
で

は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

横

須
賀
の

町
が
平
和
な
産
業
で

埋
め

ら
れ
る

様
に

な
れ
ば
働
ら
く
人
達
の

生
活

も
豊
に

な
り
そ
れ
に

併
つ

て

町
も
栄
え
明
る
い

生
活
が
出
来
る
の

で

は
な
い

で
し
よ
う
か
。

278

　
失
業
者
の

群
に

此
の

生
活
難
や
住
宅
難
に
一

番
大
切
な
子
供
の

教
育
な
ど

一

様
に

行
く
わ
け
が
あ
り
ま
せ

ん
。

生
活
状
態
が
ど
こ

の

家
庭
も
違
う
の

で

す
。

ど
う
に

も
食
え
な
い

者
や
、

や
む
を
得
な
く
て

生
活
保
護
を
受
け
る

人
達
が
ど
う
し
て

人
か
ら
馬
鹿
に

さ
れ
た
り
冷
た
い

目
で

み
ら
れ
た
り
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

の

で

し
よ
う
か
。

皆
ん
な
が
も
つ

と

進
ん
だ
考
え
を
持
つ

て

も
ら
い

た
い

の

で

す
。

子
供
の

教
育
方
針
も
だ
ん
だ
ん
外
国
を
ま
ね
た
自

由
放
任
主
義
に

な
つ

て

困
り
ま
す
。

214

　
だ
ん
だ
ん
お

祭
り
が
近
づ
い

て

参
り
ま
す
と
又
寄
附
が
ま
わ
つ

て

参
り
ま

し
よ
う
。

こ

の

寄
附
も
子
供
た
ち
の

た
め
に

使
う
の

な
ら
良
い

の

で

す
が

大
人
の

つ

ま
ら
ぬ

物
と
化
し
て

し
ま
う
様
で

す
か
ら
そ
ん
な
寄
附
は

廃
止
し

て

欲
し
い

で

す
。

そ
れ
か
ら
隣
組
制
度
復
活
に

つ

い

て

反
対
し
ま
す
。

町
内

の

ボ
ス

が
登
場
す
る
し
、

戦
争
と

結
び
つ

き
平
和
を
乱
す
様
な
気
が
致
し
ま

す
か
ら
。

210

　
職
場
婦
人
の

締
出
し
に

反
対
し
職
場
婦
人
の

立
場
を
守
り
た
い

と
思
い

ま

す
。

そ
し
て

働
ら
く
婦
人
が
安
心
し
て

働
け
る
様
に

無
料
託
児
所
を
横
須

賀
市
に

も
設
立
し
て

子
供
達
を
守
つ

て

欲
し
い

と
思
い

ま
す
。

尚
主
婦
達
が

学
ぶ
場
所
も
設
立
し
て

私
達
の

横
須
賀
を
、

植
民
地
か
ら
、

平
和
な
日
本
の

働
ら
く
人
達
の

横
須
賀
に

し
た
い

も
の

で

す
。

209

　
横
須
賀
の

町
を
平
和
な
明
る
い

市
に

す
る
た
め
に

ま
ず
特
殊
婦
人
を
な
く

す
事
で

す
。

そ
れ
に

は
平
和
を
乱
す
ア
メ

リ
カ

兵
共
を
自
分
達
の

国
へ

追

い

は
ら
う
事
が

必
要
で

す
。

そ
し
て

横
須
賀
の

町
を
横
文
字
か
ら
日
本
字
に

す
る
た
め
私
達
働
ら
く
人
々

の

憩
の

場
所
を
数
多
く
作
成
し
て

軍
事
基
地
反

対
。

再
軍
備
絶
対
反
対
。

原
水
爆
禁
止
。

運
動
を
母
と
し
て

娘
と
し
て

協
力

し
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

平
和
を
願
う
婦
人
と

手
を
結
び
横
須
賀
の

た

め
に

努
力
し
ま
し
よ
う
。

129

　
再
軍
備
に

絶
対
反
対
し
た
い

と
思
い

ま
す
。

折
角
苦
労
し
て

高
等
学
校
に

も
入
学
で

き
、

パ

ン

パ

ン

と
ポ
ン

引
、

米
兵
と
の

町
に

住
ん
で
い

て

も
、

一

生
懸
命
に

守
り
抜
い

て

間
違
つ

た
考
え
も
起
さ
ず
正
常
な
子
供
に

育
て

上

げ
た
の

に

大
学
で

も
卒
業
す
る
頃
は
、

こ

の

ま
ま
で

は
再
軍
備
が

進
ん
で

行

け
ば
大
事
な
子
供
を
兵
隊
に

と
ら
れ
て

し
ま
う
の

で
は
な
い

か
と
心
配
し
て

い

ま
す
。

二

度
と

再
び
戦
争
は
い

や
で

す
の

に
、

最
近
は
原
爆
戦
争
の

騒

ぎ
、

こ

れ
を
食
い

と
め

る
に

は
、

ど
れ
だ
け
の

事
を
し
た
ら
良
い

の

か
、

ど
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ん
な
事
で

も
し
た
い

と
思
つ

て

い

ま
す
が
、

ま
だ
署
名
用
紙
に

署
名
を
し
た

だ
け
で

す
。

130

　
ア
メ

リ
カ

人
を
相
手
の

商
売
を
営
ん
で
い

る
家
の

主
婦
で

す
が
、

つ

く
づ

く
嫌
に

な
つ

て

来
ま
し
た
。

あ
ん
な
野
バ

ン

人
は
あ
り
ま
せ
ん
。

け
だ
も

の

み
た
い

な
人
間
を
相
手
で

は
な
く
な
ん
と
か
日
本
人
相
手
の

商
売
に

切
り

換
へ

た
い

と
思
つ

て
い

ま
す
が
、

仲
々

適
当
な
商
売
が
な
く
ず
る
ず
る
と

外

人
相
手
の

商
売
を
続
け
て
い

ま
す
が
、

子
供
、

正
常
に

大
人
に

な
れ
る
か
ど

う
か
、

害
に

な
る
事
ば
か
り
、

見
せ
つ

け
ら
れ
て

自
然
に

神
経
が
麻
痺
し
て

し
ま
つ

て
い

つ

で

も
見
て

い

る
事
が
な
ん
で

も
な
く
普
通
の

よ
う
に

思
つ

て

し
ま
う
の

で
は
な
い

か
と
心
痛
し
て

い

ま
す
。

子
供
だ
け
は
普
通
の
一

人
前

に

育
て

た
い

と
思
つ

て
い

ま
す
。

131

　
商
売
を
や
つ

て
い

る
者
で

す
が
な
ん
の

た
め
に

働
ら
い

て
い

る
の

か

わ
か

ら
な
く
な
つ

て

来
ま
し
た
。

働
ら
い

て

も
働
ら
い

て

も
税
金
に

追
い

か
け

ら
れ
、

子
供
の

勉
強
一

つ

見
て

や
れ
な
い

よ
う
な
忙
さ
で

す
が
、

残
る
の

は

借
金
ば
か
り
、

正
直
に

働
ら
い

て

は
食
べ

て

行
け
な
い

こ

の

世
の

中
が
つ

く

づ

く
い

や
に

な
つ

て

来
ま
し
た
。

な
ん
と
か
正
直
に

働
け
ば
食
つ

て
い

か
れ

る
よ
う
な
世
の

中
に
一

日
も
早
く
な
つ

て

も
ら
い

た
い

と
思
い
、

そ
の

た
め

に

少
し
で

も
お
手
伝
い

し
た
い

と
思
い

ま
す
。

136

　
学
校
運
営
の

九
十
四
％
か
ら
九
十
七
％
をP

・

T

・A

会
費
で

ま

か

な

い
、

教
員
が
完
全
な
と
こ

ろ
ま
で

教
え
る
と
教
育
法
に

ひ
つ

か
か
つ

て

し

ま
う
の

で

途
中
で

中
止
し
て

し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

よ
う
な
教
育
方
法

を
変
え
、

正
し
い

事
を
完
全
に

教
育
出
来
得
る
よ
う
な
教
育
法
を
の

ぞ
み
、

又
、

私
た
ち
母
親
が
中
心
に

な
つ

て

変
え
て
い

か
な
け
れ
ば
子
供
に

正
し
い

教
育
が

出
来
な
い

と
思
い

ま
す
。

又
現
在
の

教
育
は
話
の

泉
式
の

方
法
で
一

貫
性
が
な
く
（
と
云
つ

て

も
戦
争
中
み
た
い

な
軍
国
主
義
教
育
さ
れ
て

は
困

り
ま
す
が

）
系
統
的
な
教
育
が

行
な
わ
れ
て
い

な
い
。

又
勉
強
す
る
子
供
は

苦
労
し
て

自
分
で

広
い

範
囲
の

独
学
で
、

参
考
書
で

調
べ

て

行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

が
、

勉
強
し
な
い

子
供
は
し
な
い

で

も
す
ん
で

し
ま
う
。

然
し

勉

強
す
る

子
供
で

も
あ
つ

ち
を
少
し
、

こ

つ

ち
を
少
し
と
云
う
風
に

系
統
的
な

お
ぼ
え
方
で

は
な
い

か
ら
大
変
不
合
理
な
勉
強
を
し
て
い

る
よ
う
に

思
い

ま

す
。

こ

の

方
法
を
な
ん
と
か
変
え
て

系
統
だ
つ

た
勉
強
を
さ
せ

た
い

と
考
え

ま
す
。

171

　
私
の

主
人
は

富
士
モ

ー

タ
ー
に
つ

と
め
て

お
り
ま
す
。

毎
日
朝
か
ら
晩
ま

で
一

生
懸
命
に

働
ら
い

て
い

ま
し
た
の

に
、

こ

ん
ど
半
分
も
首
切
り
だ
な

ん
て

ひ
ど
い

と
思
い

ま
す
。

毎
日
を
不
安
な
気
持
で

す
ご
し
て

お
り
ま
す
。

一

人
で

は
ど
う
し
て

よ
い

の

か
も
分
ら
ず
、

家
族
の

人
達
と
相
談
し
た
ら
何

か
よ
い

智
恵
が
出
る
の

で

は
な
い

か
と
思
い

ま
す
。

ボ
ー
ナ
ス

も
こ

ん
な
で
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は
当
て

に

な
ら
ず
こ

の

様
で

は
子
供
に

新
聞
配
達
を
し
て

貰
つ

て
い

た
事
が

良
か
つ

た
と

思
い

ま
す
。

こ

の

様
な
問
題
を
社
会
的
に

広
め
て

失
業
者
を
な

く
し
少
し
で

も
明
る
い

世
の

中
に

し
た
い

と
思
い

ま
す
。

こ

ん
な
心
配
ば
か

り
し
て
い

た
の

で

は
、

生
き
て

行
く
の

が
嫌
に

な
つ

て

し
ま
い

ま
す
。

先
が

真
暗
で

す
。

子
供
に

聞
か
せ

た
く
な
い

と
思
つ

て

い

る
の

に

学
校
等
で

友
だ

ち
か
ら
富
士
モ

ー

タ
ー
な
ら
首
だ
と
云
わ
れ
て

く
る
の

で

本
当
に

可
哀
想
だ

と
思
い

ま
す
。

192

　
私
の

お

願
い
、

そ
れ
は
益
々

は
げ
し
く
な
る
パ

ン

パ

ン

娘
の

横
行
で

す
。

こ

れ
が
日
本
女
子
か
と
思
う
と

全
く
情
な
く
な
り
ま
す
。

こ

の

た
め
、

私

た
ち
母
親
は
、

子
供
を
育
て

る
の

に

ど
ん
な
に

苦
心
し
又
泣
い

て

い

る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。

外
人
と
の

愛
情
交
換
誠
に

結
構
で

す
。

然
し
な
ぜ
も
つ

と
つ

つ

し
ん
だ
日
本
撫
子
ら
し
い

態
度
を
と
つ

て

く
れ
な
い

の

で

し
よ
う
。

半
身

ろ
出
で

腕
を
く
ん
で

歩
く
、

室
内
で

は
夜
と
な
く
昼
と
な
く
正
視
出
来
な
い

ふ
る
ま
い

を
平
気
で

す
る
。

子
供
た
ち
が
こ

れ
を
見
た
ら
ど
ん
な
結
果
に

な

る
か
。

「
児
童
犯
罪
防
止
週
間
」
と

大
き
く
書
き
並
べ

た
ら
、

先
づ
こ

う
い

う
家
を
、

こ

う
い

う
窓
を
取
締
る
事
が
最
も
大
切
だ
と
思
う
。

是
非
こ

の

お

願
い

各
方
面
に

こ

だ
ま
し
て

取
締
つ

て

ほ
し
い

と

存
じ
ま
す
。

194

　
日
本
の

植
民
地
生
活
に

私
た
ち
主
婦
の

な
や
み
は
、

益
々

大
き
く
、

広
い

か
、

ど
れ
が
先
か
、

ど
れ
が

後
か

語
り
話
し
た
い

事
ば
か
り
で

す
。

い

ま

深
刻
に

な
や
む
の

は
矢
張
り
職
の

こ

と
、

職
は
な
し
、

あ
つ

て

も
首
切
り
な

ど
と
次
か
ら
次
へ

や
せ
る
思
い

で

す
。

又
、

学
校
へ

行
け
ば
教
科
書
の

な
や

み
、

雨
が

降
れ
ば
放
射
能
、

又
、

生
活
保
護
が

適
用
さ
れ
れ
ば
け
づ

り
と
る

と
あ
ら
ゆ
る

面
に

主
婦
の

な
や
み
は
深
刻
で

す
。

百
姓
は

労
働
過
重
に

な
や

み
又
税
金
、

小
作
人
は
地
主
に

し
ぼ
ら
れ
、

こ

れ
で

は
い

つ

に

な
つ

た
ら
浮

ぶ
瀬
が

あ
ろ
う
か
と
、

生
き
た
心
地
す
ら
あ
り
ま
せ

ん
。

植
民
地
生
活
の

た

め

人
権
は

守
ら
れ
ず
、

無
視
さ
れ
、

ア
メ

リ
カ

の

正
体
を
丸
出
し
に

し
て
い

ま
す
。

私
た
ち
主
婦
は
い

つ

ど
ん
な
時
で

も
、

思
う
事
は
平
和
で

あ
り
、

健

康
で

あ
り
、

子
供
達
も
健
や
か
に

と
思
う
心
で
い

ま
す
が

再
軍
備
な
ど
と
不

安
な
事
ば
か
り
で

す
。

ど
う
か
皆
さ
ん
、

一

人
で

も
多
く
全
世
界
の

婦
人
た

ち
が
、

み
ん
な
同
じ
心
で

固
く
々

々

手
を
と
り
合
つ

て

進
ん
で

行
き
た
い

と

思
い

ま
す
。

言
葉
や
筆
で

は
心
の

中
ま
で

思
う
よ
う
に

書
け
ま
せ

ん
が
、

ど

う
か
皆
さ
ん
、

一

日
も
早
く
平
和
に

な
る
よ
う
に

お

互
い

に

頑
張
つ

て
い

き

ま
し
よ
う
。

無
学
で

字
も
満
足
に

か
け
ま
せ

ん
が
、

誠
一

杯
で

す
。

早
く
良
い

世
の

中
に

す
る
た
め

平
和
と
い

う
信
念
を
も
つ

て

武
山
の
一

主
婦

239

　
衛
生
設
備
の

な
い

職
場
、

小
さ
な
印
刷
所
に

働
ら
く
女
性
よ
り

私
の

職
場
は
従
業
員
二

十
人
足
ら
ず
の

小
さ
な
印
刷
工

場
で

す
。

こ

れ
か

ら

夏
に

な
る
と
い

う
の

に

水
道
一

つ

と
り
つ

け
て

あ
り
ま
せ

ん
。

み
ん
な
か
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げ
で

は
困
る
〳
〵
と
多
く
の

不
満
を
い

い

ま
す
が
主
人
に

面
と
向
つ

て

は
何

も
い

え
な
い

の

で

す
。

勿
論
組
合
な
ど
な
く
、

健
康
保
険
な
ど
も
二

年
前
位

か
ら
入
る
〳
〵
と
い

つ

て

今
日
ま
で

そ
の

ま
ま
な
の

で

す
。

主
人
は
「
水
道
な
ど
引
い

た
ら
、

の
べ

つ

水
ば
か

り
使
つ

て
、

仕
よ
う
が
な

い
。

仕
事
の

能
率
が

下
る
」
と
、

い

う
の

で

す
。

五
時
の
ベ

ル

が

鳴
る
と
、

バ

ケ
ツ

二

杯
の

水
…
…
病
気
に
な
ら
な
い

の

が
不

思
議
な
位
で

す
。

私
は
ま
だ
入
つ

た
ば
か
り
で

余
り
あ
れ
も
こ

れ
も
と
、

不

満
を
云
う
事
も
出
来
ず
、

少
し
で

も
主
人
の

気
に

さ
わ
つ

た
事
を
い

え
ば
、

す
ぐ
に

ら
ま
れ
る
。

「
安
い

給
料
で
い

や
な
ら
、

や
め
て

貰
う
ん
だ
ね
」
と
。

大
き
な
顔
を
し
て
い

ま
す
。

こ

の

よ
う
な
悩
み
を
差
当
つ

て

ど
う
す
べ

き
な

の

で

し
よ
う
。

み
ん
な
諦
め
て

し
ま
つ

て

い

る
よ
う
で

す
。

話
し
合
つ

て

み

ん
な
の

希
望
を
ま
と
め
て

出
す
な
ど
と
云
う
事
も
ま
だ
ま
だ
遠
い

先
の

こ

と

の

よ
う
で

す
。

363

　
私
は

米
軍
の

海
軍
基
地
で

有
名
な
横
須
賀
の

昼
と
な
く
夜
と
な
く
酒
と

女

と
ジ
ヤ

ズ
の

流
れ
に

瞬
間
々

々

を
呼
吸
し
て

い

る
人
間
群
像
の

中
に

ま
じ

つ

て

朝
九
時
か
ら
夜
の

十
二

時
半
、

一

時
ま
で

お

勝
手
仕
事
を
し
て
い

る
一

軒
の
バ

ー
の

女
中
で

す
。

私
も
昨
年
暮
失
職
し
て

以
来
、

職
安
通
い

や
友
人

に

依
頼
し
て

八
方
手
を
う
つ

た
の

で

す
が
、

い

ま
だ
に

適
当
な
職
が
な
く
、

働
か
な
け
れ
ば
そ
の

日
の

こ

と
欠
く
生
活
故
、

考
え
あ
ぐ
ん
だ
末
、

職
安
の

紹
介
で

住
み

込
み

女
中
で

働
く
こ

と
に

決
意
し
、

こ

こ

に

き
て
二

十
日
程
に

し
か
な
り
ま
せ

ん
が
、

異
国
的
匂
い

の

す
る
、

こ

ん
な
横
須
賀
町
の

米
兵
相

手
に

自
分
の

身
を
売
る
女
の

人
た
ち
、

酒
と
女
と
ジ
ヤ

ズ
で

人
間
の

希
望
を

麻
痺
さ
せ
て

金
を
も
う
け
よ
う
と
や
つ

き
に

な
つ

て

い

る
人
間
ど
も
の

中
を

う
ろ
ち
よ
ろ
し
て

暇
さ
え
あ
れ
ば
お
金
を
頂
戴
よ
と
泣
き
わ
め

き
、

金
を
握

る
が

早
い

か
、

商
店
に

走
つ

て

買
食
い

し
て
い

る

子
供
た
ち
。

店
が
忙
し
い

の

で

子
供
の

生
活
を
み
て

や
る
こ

と
が

出
来
ず
、

金
を
与
え
て

育
て

て
い

る
母

親
。

米
軍
の

基
地
が
あ
る
た
め
に
、

い

や
こ

こ

横
須
賀
だ
け
で

な
く
、

全
日

本
の

す
み
ず
み
ま
で

占
領
し
て

我
が
も
の

顔
に
い

ば
り
返
つ

て

い

る
、

憎
ら

し
い

米
軍
を
み
る
た
び
に

胸
の

底
か
ら
憎
し
み
が
沸
い

て

こ

ず
に

は
い

ら
れ

な
い

の

で

す
。

然
し
、

こ

の

米
軍
と
い

つ

て

も
白
人
、

黒
人
共
に

家
庭
が
あ

り
妻
や
子
供
を
持
ち
な
が
ら
軍
隊
に

入
ら
な
け
れ
ば
食
べ

て
い

け
な
い

現
在

の

米
国
の

政
治
や
経
済
の

カ

ラ
ク
リ
を
考
え
る
時
米
兵
個
人
を
せ

め
よ
う
と

は
思
わ
ず
、

そ
の

陰
で

糸
を
あ
や
つ

て
い

る
資
本
家
た
ち
に

対
し
て

強
く
深

い

憎
し
み
を
感
ぜ
ず
に

は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。

六
月
一

日
の

国
際
子
供
デ
ー
を
前
に

し
て
、

又
日
本
の

母
親
大
会
、

世
界
母

親
大
会
と

全
世
界
が

平
和
で

楽
し
い

生
活
が

出
来
る
よ
う
に

原
水
爆
戦
争
に

反
対
し
て

子
供
を
婦
人
を
働
ら
く
人
を
本
当
に

幸
福
に

す
る
た
め
に

熱
望
を
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も
つ

て

集
り
を
も
つ

た
事
に

対
し
て

心
か
ら
喜
び
の

涙
が
流
れ
ま
す
。

お

し

い

か
な
私
は
現
在
の

所
、

ど
ん
な
小
さ
な
集
り
に

も
出
れ
ず
、

正
式
の

公
休

一

日
と
二
、

三
回
の

夜
仕
事
が

終
つ

て

か
ら
翌
朝
早
く
帰
つ

て

来
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

休
み
を
も
ら
う
だ
け
の

カ
ゴ

の

鳥
の

生
活
で

は
共
に

喜
び
悲
し
み

語
り
合
う
、

う
つ

ぷ
ん
を
は
ら
す
場
が
な
い

の

で

す
が
、

唯
一

つ

私
を
力
強

く
勇
気
づ

け
て

く
れ
る
も
の

は
、

日
本
共
産
党
の

ア
カ
ハ

タ
と
経
済
学
教
科

書
の

独
習
で

こ

の

苦
し
み
を
明
日
え
の

明
る
い

生
活
を
き
づ

く
も
と
に

と

夜

仕
事
を
終
つ

て

か

ら
、

又
仕
事
の

合
間
に

む
さ
ぼ
り
読
み
頑
張
つ

て
い

ま

す
。

ど
ん
な
嵐
の

夜
も
、

明
け
な
い

夜
は
な
い

よ
う
に
、

こ

ん
な
に

苦
し
い

暗
い

世
の

中
で

も
一

人
で

も
多
く
の

人
が
手
を
取
り
合
つ

て

話
合
つ

て

努
力

す
れ
ば
、

や
が
て

す
ば
ら
し
い

社
会
が

作
れ
る
の

だ
と
云
う
事
に

確
信
を
も

つ

て

毎
日
を
送
つ

て

お

り
ま
す
。

昔
か
ら
子
守
り
や
女
中
等
と
云
え
ば
人
間

扱
い

に

さ
れ
な
い

よ
う
な
哀
れ
な
も
の

で

し
た
。

然
し
女
中
で

も
ど
ん
な
所

で

働
い

て
い

て

も
世
の

中
が
ど
ん
な
風
に
カ
ラ

ク
リ
さ
れ
て

い

て
、

そ
れ
が

ど
の

よ
う
に

変
つ

て

行
く
か
、

自
分
は
そ
の

場
合
毎
日
の

仕
事
を
生
活
を
ど

う
す
れ
ば
良
く
な
る
か
、

小
さ
な
こ

と
に

も
気
を
つ

け
て

努
力
し
、

共
に

話

し

合
え
る
友
が
い

る
場
合
は
話
し
合
つ

て
、

私
達
で

自
分
た
ち
の

自
由
と

権

利
を
守
つ

て

行
く
事
だ
と
思
い

ま
す
。

こ

う
い

つ

て

も
何
を
ど
う
や
つ

て

話

し
合
つ

て

勉
強
す
べ

き
か
を
知
ら
な
い

友
も
沢
山
い

る
と

思
い

ま
す
。

私
の

今
の

家
に

も
女
の

人
が

（
パ

ン

パ

ン

と
云
わ
れ
て

い

る
私
た
ち
の

姉
妹
で

す
）
二

人
い

ま
す
が
、

こ

の

人
た
ち
と
の

日
常
生
活
も
い

そ
が

ず
に

話
合
い

を
仕
事
の

中
か
ら
も
つ

て

ゆ
き
、

苦
し
み
を
少
し
づ
つ

で

も
取
り
除
い

て

ゆ

く
つ

も
り
で

す
が
、

日
が
浅
い

の

で
、

後
日
ま
た
詳
し
く
お
便
り
し
ま
す
。

婦
人
の

集
い

が
あ
る
こ

と
、

又
〝

こ

だ
ま
〞

が
編
集
さ
れ
る
事
に

深
く
感
謝

し
ま
す
と
共
に
、

書
く
事
に

よ
つ

て

力
に

な
り
た
い

と
思
い

ま
す
。

皆
さ
ま

の

健
斗
を
心
か
ら
祈
り
な
が
ら
乱
筆
を
と
め
ま
す
。

（K

）

366

　
一

　
お

勝
手
の

道
具
が

自
由
に

買
い

た
い

け
れ
ど
自
由
に

買
え
な
い
。

思

う
よ
う
に

買
え
る
よ
う
な
賃
金
が
ほ
し
い
。

物
価
が

高
い

の

で

困
り
ま

す
。

一

　

患
者
さ
ん
に

医
療
券
を
も
つ

と
簡
単
に

出
し
て

貰
い

た
い
。

医
療
券
を

も
つ

て

く
る
人
は
手
お
く
れ
に

な
つ

て

い

る
人
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。

一

　
住
宅
が
な
く
て

困
つ

て

お
り
ま
す
。

市
、

県
で

は
も
つ

と
住
宅
の

事
に

力
を
入
れ
て

下
さ
い
（
鳩
山
さ
ん
の

公
約
実
行
を
お

願
い

し
ま
す
）。

一

　

水
道
、

電
気
の

料
金
値
上
げ
は
お
こ

と
わ
り
。

失
業
反
対

働
ら
く
に

も
職
の

な
い

人
が
街
に

は
多
い
。

首
切
り
も
起
ら
な
い

様
に

失

業
者
の

な
い

安
定
し
た
世
の

中
に

し
て

欲
し
い
。

最
近
は
何
と
な
く
世
間
的
に

う
る
お
い

が
な
い

様
な
感
じ
が

す
る
。

親
も
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子
も
共
に

楽
し
く
歌
へ

る
歌
、

例
え
ば
〝

お

山
の

杉
の

子
〞

の

様
な
歌
を

作
つ

て

頂
き
た
い

と
思
う
。

働
ら
く
賃
金
と

物
価
の

平
均
化

働
ら
い

て

も
働
ら
い

て

も
喰
え
な
い

世
の

中
、

最
底
生
活
者
の

現
在
の

生

活
態
度
は
実
に

苦
し

い

と

思
う
。

も
つ

と
楽
し
い

世
の

中
に

し
て

欲
し

い
。

競
輪
、

競
馬
の

及
ぼ
す
家
庭
悲
劇
も
多
い
。

も
つ

と
何
等
か
の

善
処
を
望
み

た
い
。

口

先
ば
か
り
で

な
か
な
か

実
行
力
の

乏
し
い

議
員
さ
ん
ば
か
り
で

国

民
は
い

つ

も
馬
鹿
を
見
て

い

る
世
の

中
で
は
な
い

で

し
よ
う
か
。

38

　
戦
后
十
年
街
の

様
子
は
段
々

と
正
常
に

戻
り
つ

つ

あ
り
ま
す
が
、

幼
い

子

供
に

対
し
て

ど
ん
な
に

悪
い

本
や
映
画
を
追
放
し
ろ
と
叫
ん
で

も
ジ
ヤ

ズ
に

合
せ

ア
メ

リ
カ

人
と
お
ど
り
パ

ン

パ

ン

宿
の
一

掃
出
来
ぬ

土
地
の

子
供
は
自

然
に

悪
の

方
へ

心
を
う
ば
わ
れ
る
の

で
は
な
い

で

し
よ
う
か
。

悪
い

言
葉
や

行
儀
を
放
任
さ
せ

ず
本
当
の

愛
情
を
も
つ

て

幼
い

子
供
を
育
て

て

行
き
た
い

と
希
う
の

は
い

つ

わ
ら
ざ
る
母
の

気
持
で

は
な
い

で

し
よ
う
か
。

369

　
一

　
教
育
費（
教
科
書
・

月
謝
・

学
用
品
）を
も
つ

と
安
く
し
て

ほ
し
い
。

一

　
夜
学
に

通
う
た
め
の

労
働
時
間
を
守
つ

て

も
ら
い

た
い
。

一

　
家
庭
、

職
場
、

学
校
の

三
角
定
期
を
作
つ

て

下
さ
い
。

一

　
日
曜
、

祭
日
の

休
み
が
ほ
し
い
。

36

　
毎
日
平
凡
に

過
し
て

い

る

私
、

子
供
も
何
事
も
な
く
、

健
康
に

大
き
く
な

つ

て

行
く
。

こ

れ
が
母
親
と
し
て
一

番
た
の

し
み
で

あ
る
。

苦
し
い

家
計
の

や
り
く
り
家
庭
の

雑
用
に

追
わ
れ
な
が

ら
も
少
し
で

も
と
思

い

子
供
の

た
め
に

と
働
ら
く
の

で

す
。

365

　
一

　
職
場
で

の

不
満
は

事
業
主
が
も
う
少
し
思
い

や
り
が
あ
つ

て

も
よ
い

と
思
う（
時
間
の

問
題
）。

一

　

雨
が

降
る
と
靴
等
は
い

て

歩
け
な
い

位
に

道
が

悪
い
。

又
幅
が
せ

ま
く

て

自
動
車
と
自
動
車
が
く
つ

つ

い

て

本
当
に

交
通
事
故
に

な
る
も
と
だ
と

思
う
。

273

　
五
月
二

十
五
日
上
町
中
里
通
り
で

子
供
が
タ
ク
シ

ー
に

ひ
か
れ
ま
し
た
。

タ
ク
シ

ー
は
子
供
を
よ
け
た
の

で

す
が
、

道
路
の

く
ぼ
み
が
後
の

輪
に
か

か
り
よ
け
き
れ
な
か
つ

た
と
近
所
の

人
は
道
路
の

わ
る
い

の

を
悲
観
し
て

お

り
ま
し
た
。

又
、

こ

の

道
路
は
昨
年
八
月
頃
近
所
の

人
が
自
動
車
が

通
る
と

地
震
の

様
で

夜
も
ね

ら

れ

な
い

と
市
に

交
渉
し
て

や
つ

と

補
修
さ
れ
た
の

で

す
が

直
ち
に

前
と
同
じ
に

な
り
今
で

は
も
つ

と

悪
く
な
つ

て

し
ま
い

ま
し

た
。

道
路
の

補
修
を
完
全
に

し
て

も
ら
い

た
い

と
の

要
求
は
、

こ

の

辺
で

お
母
さ

ん
を
始
め

買
物
に

来
る
人
も
話
合
つ

て

お

り
ま
す
。
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288

　「
主
婦
が

働
ら
か
な
く
て

も
済
む
世
の

中
」

私
は
一

人
の

子
供
の

母
と
し
て

こ

の

何
か
と
住
み
に

く
い

社
会
で

夫
の

収

入
の

不
足
を
補
う
た
め

勤
め

を
持
つ

も
の

の
一

人
で

御
座
い

ま
す
。

毎
日
ぎ

り
ぎ
り
の

生
活
の

中
で

楽
し
み
と
云
え
ば
た
だ
我
が

子
の

成
長
す
る
事
だ
け

で

す
。

や
は
り
女
は
家
庭
に

あ
つ

て

夫
を
助
け
子
供
の

教
育
に

専
心
し
て
い

る
の

が
何
よ
り
の

幸
せ

と
思
い

ま

す
。

私
達
の

生
活
の

土
台
を
作
く
る
人

達
、

直
接
そ
れ
ら
の

基
礎
を
考
え
だ
す
議
員
さ
ん
た
ち
に

も
こ

の

街
の

片
隅

に

住
む
一

人
の

女
性
の

声
を
聞
き
と
ど
け
て

下
さ
る
で

し
た
ら
言
い

た
い

の

で

す
。

主
婦
が
内
職
を
し
た
り
子
供
を
お
い

て

働
き
に

行
か
な
く
て

も
良
い

社
会
を
築
く
た
め
に

も
つ

と

努
め
て

下
さ
い
。

一

　
バ

ス

の

本
数
が

も
う
少
し
多
く
出
て

く
れ
る
と
雨
の

日
な
ど
長
く
待
た

な
く
て

又
会
社
に
お
く
れ
る
事
の

心
配
も
な
く
な
る
と
思
う
。

一

　
学
生
割
引
ば
か
り
し
な
い

で

個
人
の

所
の

も
、

も
う
少
し
割
引
き
し
て

も
ら
い

た
い
。

5

　N
H

K

の

都
民
の

時
間
で

民
主
警
察
へ

の

疑
問
と
云
う
放
送
が
あ
つ

た
。

問
題
は
工
員
が
駅
の

待
合
室
で

寝
て
い

る
人
を
起
し
て

あ
げ
た
の

が
何
か

物

と
り
と
間
違
え
ら
れ
て

警
察
官
か
ら
、

う
つ
、

け
る
の

暴
行
を
加
え
ら
れ
た

と
云
う
の

で

あ
る
。

こ

れ
に

対
し
て

警
察
官
は
そ
ん
な
事
実
は
な
い

と
云
う
の

で

あ
る
が
、

何
か

聞
い

て
い

る
人
に

割
切
れ
な
い

感
じ
を
の

こ

し
た
。

も
つ

と

広
く
世
論
を
聞

く
必
要
は
な
い

だ
ろ
う
か
、

聞
い

た
人
は
ど
ん
ど
ん
投
書
す
る
事
も
よ
い

と

思
う
。

21

　
共
稼
ぎ
を
し
て

お

り
ま
す
が
、

夫
の

働
き
だ
け
で

は
生
活
困
難
、

子
供
が

ほ
し
く
と
も
子
供
を
産
む
事
は
出
来
な
い

現
在
で

す
。

こ

う
し
た
生
活
が

何

時
迄
続
く
の

で

し
よ
う
か
。

又
、

横
須
賀
の

町
は
夜
の

女
一

人
で

歩
け
な
い

様
に

駐
軍
し
て

お
り
子
供
が
も
し
産
れ
て

も
横
須
賀
で

教
育
す
る
事
は
母
親

と
な
る
場
合
も
考
え
て

し
ま
い

ま
す
。

又
、

共
稼
ぎ
の

場
合
は
是
非
託
児
所

が
あ
つ

た
ら
と
思
い

ま
す
。

4

　
家
の

前
で

大
勢
の

子
供
が

遊
ん
で
い

る
。

何
か
の

拍
子
に

大
ち
や
ん
と
云

う
子
が

嫌
な
ら
、

嫌
に

し
ろ
好
き
に

し
ろ
、

好
き
な
女
と
ね
ん
ね
し
ろ
、

と

大
声
で

ど
な
り
な
が
ら
家
に

帰
つ

た
。

家
の

中
で

聞
い

て
い

た
長
男
は
、

お

母
さ
ん
早
く
横
須
賀
を
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
子
供
等
は
悪
く
な
つ

て

し
よ
う

が
な
い

よ
と
、

言
つ

た
。

私
は
そ
ん
な
事
を
云
つ

て

皆
ん
な
横
須
賀
を
去
つ

て

行
つ

た
ら
後
は
ど
う
な
つ

て

も
い

い

の

か
ね
と
云
う
と
長
男
は
黙
つ

て

し

ま
つ

た
。

子
供
等
の
一

挙
一

動
に

も
心
し
て

上
品
で

住
み
よ
い

横
須
賀
に

し

た
い

も
の

で

あ
る
。

パ

ン

パ

ン

と
ア
メ

リ
カ

兵
の

見
悪
い

情
景
を
、

教
室
か

ら
パ

ン

パ

ン

の

住
居
の

見
え
る
学
校
生
活
に

貧
し
て

未
亡
人
サ
ロ

ン

に

出
か

け
る
母
親
、

果
は
ヒ

ヨ

ウ
タ
ン

池
で

殺
さ
れ
た
子
供
の

事
等
、

色
々

の

問
題
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は
次
々

と

起
る
。

母
親
は
み
ん
な
で

手
を
つ

な
ぎ
、

之
等
の

問
題
に

対
し
真

剣
に

考
え
よ
う
。

61

　
平
和
を
望
む

空
襲
に

明
け
空
襲
に

暮
れ
た
か
つ

て

の

昔
、

そ
し
て

終
戦
と

共
に

家
に

と
も

る
灯
を
見
た
時
、

私
は
本
当
に

心
か
ら
ホ

ツ

ト

致
し
ま
し
た
。

夫
を
そ
う
し

て

我
が

子
を
戦
場
に

送
り
国
土
を
焼
野
原
に

す
る
戦
争
こ

そ
私
達
婦
人
の
一

番
の

敵
で

す
。

全
世
界
の

婦
人
は
起
つ

て

し
つ

か
り
と
、

再
び
起
ら
ぬ

様
に

腕
を
組
ん
で

進
み
ま
し
よ
う
。

夫
に

理
解
力
を

私
共
の

様
に

働
く
者
は
仕
事
と
家
庭
を
考
へ

る
と
過
重
労
働
で

す
。

夫
に

理
解
の

あ
る
方
も
い

ま
す
が
ま
だ
ま
だ
亭
主
関
白
が

多
い
。

男
女
同
権
も

叫
ぶ
声
に

終
つ

て
い

る
様
な
気
が
し
ま
す
。

共
稼
ぎ
の

場
合
は
も
つ

と
理

解
を
深
め
て

頂
き
た
い

住

宅
勤
労
者
向
き
の

住
宅
を
ど
し
ど
し

建
て

て

頂
き
た
い

と

思
い

ま
す
。

託
児
所

子
供
を
抱
へ

て

働
ら
く
身
は
安
心
し
て

預
け
ら
れ
る
所
を
設
け
て

頂
き
た

い

と
思
う
。

生
活
を
楽
に

し
て

下
さ
い
。

物
価
が
安
く
は
な
ら
な
い

で

し
よ
う
か
。

保
険
の

な
い

私
達
の

病
気
の

時
、

安
心
し
て

か

か
れ
る

方
法
は
な
い

で

し
よ

う
か
。

お

米
の

配
給
を
も
つ

と

多
く
し
て

下
さ
い
。

71

　
私
達
は
常
に

子
供
を
健
康
に

育
て

よ
う
と
思
う
心
は
誰
し
も
持
つ

て

い

る

と
思
い

ま
す
。

と
こ

ろ
が

私
達
貧
困
者
は
子
供
が

病
気
に

な
つ

て

も
満
足
に

治
療
が
出
来
ま
せ

ん
。

医
学
が

進
歩
し
て
い

る
此
の

世
の

中
、

よ
い

薬
が
あ

る
と
云
う
こ

と
を
知
つ

て
い

て

も
使
う
こ

と
が
出
来
ず
、

手
を
く
れ
に

な
つ

て

命
を
取
ら
れ
る
が
事
あ
る
と

思
い

ま
す
。

だ
か
ら
私
達
は
こ

れ
が
一

番
悲

し
い

所
で

あ
り
ま
す
。

で

す
か
ら
私
達
は
民
衆
的
な
診
療
所
が
欲
し
い

の

で

す
。

77

　
私
達
主
婦
の

第
一

の

悩
み
は
米
の

配
給
の

少
い

事
で

す
。

内
地
米
が

十
日

位
、

外
地
米
が
五
日
位
配
給
と
し
て

あ
る
の

は
こ

れ
だ
け
で

し
よ
う
。

一

ケ

月
米
の

配
給
米
が
半
月
分
し
か
な
い

と
は
全
く
困
つ

た
事
で

米
の

配
給
を
も

つ

と

多
く
す
る
事
は
出
来
な
い

も
の

で

し
よ
う
か
。

第
二

に

最
近
の

映
画
、

流
行
歌
、

雑
誌
な
ど
に
み
る

猥
褻
的
流
行
、

こ

れ
に

よ
り
子
供
達
の

受
け
る

悪
影
き
よ
う
は

想
像
以
上
と

思
い

ま
す
。

子
供
達
を
立
派
に

育
て

る
為
に

は

こ

の

様
な
営
利
主
義
な
面
の

み
し
か

考
え
な
い

こ

れ
ら
の

も
の

に

主
婦
連
の

人
達
の

力
に

依
つ

て

追
払
う
事
が
出
来
る
と

思
い

ま
す
。

生
活
の

向
上
は
主
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婦
達
の

声
に

依
つ

て

出
来
る
と
思
い

ま
す
。

86

　
遠
足
に
つ

い

て

一

　
修
学
旅
行
は
子
供
の
一

生
の

思
出
に

な
る
の

で

や
め
て

は
な
ら
な
い

と

思
い

ま
す
。

事
故
を
な
く
す
る
に

は

一

　

責
任
者
の

人
に

責
任
を
も
つ

て

も
ら
い

た
い
。

乗
物
に

乗
る

時
に

は
機

械
の

故
障
、

定
員
以
上
の

乗
車
な
ど
に

注
意
し
て

も
ら
え
ば
事
故
が

起
る

心
配
も
な
く
、

安
心
し
て

旅
行
が
出
来
る
よ
う
に

な
る
と

思
い

ま
す
。

家
庭
で

使
う
物
の

物
価
が

高
い

の

で

も
う
少
し

安
く
し
て

も
ら
い

た
い

と
思

い

ま
す
。

97

　
米
の

配
給
を
増
配
し
て

欲
し
い
。

戦
争
反
対
。

世
界
平
和
を
望
む
。

99

　
お
ろ
か
な
母
の
一

言
を
皆
様
に

聞
い

て

頂
き
ま
す
。

私
共
で

は
最
低
生
活
を
し
て

お
り
ま
す
が
、

少
い

収
入
で

は
と
て

も
と
て

も

大
変
な
ん
で

す
。

三
度
に
一

度
は
子
供
は
旅
行
に

も
行
き
ま
す
し
、

其
の

時

は
□
に

付
す
る
物
か
ら
お

小
遣
い

ま
で

の

心
配
は
大
変
な
ん
で

す
が
、

つ

い

つ

い

せ

が
ま
れ
て

親
心
を
出
し
て

や
り
ま
す
が
又
、

近
頃
は
事
件
が
あ
り
ま

し
て
二

重
の

心
配
を
し
ま
す
。

主
婦
の

皆
様
こ

の

会
を
通
じ
て

物
価
引
下
げ

を
お
願
い

し
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

ス

ト
を
や
つ

て

少
し
上
げ
て

頂
い

て

も
そ
れ
に

付
い

て

物
価
が
上
つ

て

は
何
の

役
に

も
立

ち

ま

せ

ん
。

皆
様

が
力
を
合
せ
て

お

願
い

し
ま
し
た
ら
、

多
忙
な
政
府
も
少
し
は
聞
い

て

頂
け

る
で

し
よ
う
。

生
活
が

安
定
す
れ
ば
、

世
人
も
変
り
ま
す
し
、

青
少
年
も
職

場
も
出
来
、

悪
事
も
だ
ん
だ
ん
消
え
ま
し
よ
う
。

何
と
し
て

も
引
下
運
動
を

起
し
ま
し
よ
う
。

ま
と
め
の

な
い

お

話
を
書
き
ま
し
た
が
、

お

察
し
下
さ
い

ま
せ
。

283

　
私
は
夫
と
二

人
で

共
に

働
き
な
が
ら
毎
日
を
過
し
て

お

る
も
の

で

す
。

こ

の

静
か
な
生
活
を
だ
れ
に

も
こ

わ
さ
れ
た
く
あ
り
ま
せ

ん
。

で

す
か
ら
原

水
爆
等
の

原
子
兵
器
の

使
用
は
一

切
禁
止
し
て

ほ

し

い

と
思
つ

て

お

り
ま

す
。

又
、

戦
争
は
強
く
反
対
し
ま
す
。

そ
れ
に
こ

れ
か
ら
生
れ
て

来
る
子
供

の

た
め
に

も
心
か
ら
い

つ

ま
で

も
平
和
な
生
活
が
つ

づ

け
て
い

か
れ
る
こ

と

を
欲
し
て

お
り
ま
す
。

237

　
戦
後
の

日
本
は
な
ん
と
張
合
の

な
い

味
気
の

な
い

生
き
て
い

る
の

が
や
に

な
る
事
が
た
び
た
び
あ
る
。

毎
日
々

々

生
活
に

追
は

れ

て

一

日
が
な
ん

と
な
く
終
つ

て

し
ま
う
。

今
は
た
だ
子
供
の

成
長
を
一

番
の

た
の

し
み
に

し

て

く
ら
す
。

い

つ

に

な
つ

た
ら
ら
く
に

く
ら
せ

る
の

か
し
ら
。

そ
れ
に
つ

ら

れ
て

毎
日
一

生
懸
命
働
ら
い

て
い

る
主
人
が
か
わ
い

そ
う
に

な
る
こ

と
が
あ

る
。

282

　
再
び
夫
を
、

恋
人
を
戦
場
に

送
れ
な
い
。

敗
戦
後
十
年
の

年
月
が
過
ぎ
た
今
、

ま
た
世
界
の

き
わ
め
て
一

部
の

人
た
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